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Round Table 

ヽ

賣

易
不
均
衝
打
開
へ

の
道
を
求
め
て

一
切
迫
感
と
期
待

日
米
欧
財
界
人
円
卓
会
議
は
八
月
二
六

日
、
二
七
日
の
両
日
コ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

”
貿
易
摩
擦
の
解
決
を
促
す
新
し
い
姿
勢

や
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
求
め
て
“
と
い
う
‘

或
る
意
味
で
は
極
め
て
生
々
し
い
テ
ー
マ

か
選
ば
れ
た
背
景
に
は
‘
益
々
悪
化
す
る

貿
易
摩
擦
と
保
護
主
義
の
台
頭
は
単
な
る

経
済
戦
争
に
と
ど
ま
ら
ず
真
の
戦
争
に
す

ら
至
り
か
ね
な
い
‘
と
い
う
切
迫
感
が
あ

り
‘
敢
え
て
コ
ー
か
選
ば
れ
た
理
由
は
‘

”
交
渉
の
場
や
公
の
つ
な
か
り
だ
け
で
は

打
開
が
難
か
し
い
。
こ
う
し
た
局
面
に
お

い
て
こ
そ
も
っ
と
個
人
か
立
場
に
捉
わ
れ

ず
に
私
的
に
交
わ
え
る
場
“
へ
の
期
待
か

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
の
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
元
会
長
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
経
営
大
学
院

(
I
N
S
E
A
D
)
ジ
ス
カ
ー

ル
デ
ス
タ
ン
副
理
事
長
の
呼
び
か
け
で
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
十
二
人
、
ア
メ
リ
カ
七
人
‘

日
本
九
人
の
計
二
八
人
の
財
界
人
が
集
ま

っ
た
。

近
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
‘
”
ア
メ
リ
カ
の

空
涸
化
に
成
功
し
た
日
本
は
‘
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
市
場
を
占
拠
す
る
「
陰
謀
」
を
め
ぐ

ら
し
て
い
る
II

と
い
っ
た
類
の
論
調
か
目

を
引
苔
‘
ゲ
ン
ピ
ン
グ
」
、
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト

・
ポ
リ
シ
ー
」
、
「
日
本
の
閉
鎖
市
場
」
な

ど
と
い
う
言
葉
が
行
き
交
い
、
未
曾
有
の

失
業
が
日
本
に
対
す
る
”
感
情
Ii

を
一
層

刺
激
し
て
い
る
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
産

業
の
活
性
化
に
関
す
る

E
C
の
秘
密
報
告

書
に
よ
れ
ば
、
「
我
々
の
失
敗
は
星
（
神
）

の
せ
い
で
は
な
く
‘
我
々
自
身
に
あ
る
」

と
い
う
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
言
葉
を
引
用

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
身
の
奮
起
を
促
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
て

、
日
本

か
ら
多
く
の
財
界
人
が
ス
イ
ス
ま
で
足
を

運
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

二
、
天
国
と
地
獄

”
円
卓
会
議
Ii

と
銘
う
ち
な
か
ら
、
実

際
に
は
長
方
形
の
長
テ
ー
ブ
ル
に
‘
参
加

者
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
着
席
し
た
。

”
パ
ノ
ラ
マ

・
ル
ー
ム
Ii

と
い
う
四
階
の
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奥
に
あ
る
こ
の
部
屋
は
マ
ウ

ン
テ
ン
ハ
ウ

ス
で
も
最
も
眺
望
に
恵
ま
れ
た
部
屋
で
、

バ
ル
コ
ニ
ー
の
貞
下
に
は
芝
生
が
手
前
か

ら
前
方
に
傾
斜
し
、
そ
の
更
に
下
に
は
レ

マ
ン
湖
が
静
か
に
横
た
わ

っ
て
い
る
。
部

届
は
手
彫
り
の
柱
で
泣
々
し
く
区
切
ら
れ
、

一
段
高
く
な

っ
た
ロ
ビ
ー
と
の
様
は
数
々

の
植
木
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
コ

ー
の
神
秘
さ
と
静
け
さ
か
参
加
す
る
人
々
の

心
を
な
ご
ま
せ
、
あ
た
か
も
別
世
界
に
や

っ
て
き
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

こ
の
コ
ー
の
平
兌
囲
気
と
い
う
も
の
か
、
ア

フ
リ
カ
の
ゲ
リ
ラ
や
イ

ン
ド
シ
ナ
の
難
民
‘

離
婚
や
麻
薬
の
問
題
を
か
か
え
た
若
者
た

ち
も
、
自
ら
を
見
一

t

L
し
鼻
相
手
の
立

場
を
名
え
る
心
の
余
裕
と
い
う
も
の
を
与

え
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
天
匡
を
も
思
わ
せ
る
よ

う
な
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
の
環
境
と
は
対

照
的
に
円
卓
会
議
で
は
冒
頚
か
ら
‘
時
折

感
情
も
交
え
た
‘
本
音
の
発
言
か
と
び
出

し
た
。

日
本
側
を
代
表
し
て
枯
調
ス
ピ
ー

チ
を
行
な

っ
た
キ
ャ
ノ
ン
賀
来
社
長
は
‘

同
社
か

一
九
六
八
年
当
時
よ
り
患
字
べ
ら

し
対
策
と
い
う
こ
と
を
打
ち
出
し
、
海
外

で
の
旗
接
投
査
な
ど
行
な

っ
て
き
た
こ
と
‘

ま
た
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
企
業
へ
の

改
革
と
同
時
に
、
日
本
か
世
界
に
役
立
て

る
国
家
に
な
る
こ
と
を
目
差
し
て
い
る
と
‘

体
験
に
枯
ず
く
棺
調
高
い
土
は
見
を
述
べ
た
。

ア
メ
リ
カ
の

。フ
ロ
ク
タ
ー

・
ア
ン
ド

・
ギ

ャ
ン
・

ハ
ト
ラ
ー
前
会
長
は
‘
ア

メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
は
ア
メ
リ
カ
自
身
の

問
題
で
あ

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
も

っ
と
競

争
力
を
高
め
る
必
要
か
あ
る
と
し
な
か
ら

も
‘
こ
の
問
題
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の

”
感
情
“
ゃ
‘
日
本
は
フ
ェ
ア
で
な
い
と

い
う
よ
う
な
＂
認
識

“
に
も
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
だ
。

フ
ラ
ン
ス
鉄

鋼
連
盟
会
長
の
コ
ラ
ス
氏
は
、
現
在
の
貿

易
不
均
衡
は
構
造
的
な
も
の
で
、
改
善
が

み
ら
れ
な
け
れ
ば
そ
の
反
動
で
保
敵
貿
易

主
議
を
誘
発
し
か
ね
な
い
と
述
べ
、
”
日
本

問
題

“
に
は

っ
き
り
と
し
た
結
果
を
出
す

こ
と
か
必
要
で
あ
る
と
強
く
訴
え
た
。

こ

う
し
た
本
音
の
意
見
に
ま
た
も
や

「
ジ
ャ

ハ
ン

・
バ

ッ
シ
ン
グ
」

（
日
本
ぶ

っ
た
た
き
）

か
と
；
地
獄
に
叩
ち
た
気
が
し
た
11

と
の

ち
に
語

っ
た
日
本
人
さ
え
い
た
。
し
か
し
‘

一
方
で
は
ス
イ
ス

・
ネ

ッ
ス
ル
社
ヨ
レ
ス

会
長
か
、

「
日
本
を
ス
ケ
ー
プ

・
ゴ
ー
ト
に

し
た
り
、
黒
字
を
逍
ち
に
減
ら
せ
と
責
め

て
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
や
政
府
の
介
入

を
許
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
戒
め
た
ほ
か
‘

ア
メ
リ
カ
側
か
ら
も
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ワ
チ

工
で
の
輸
入
テ
レ
ビ
に
対
す
る
扱
い
は
問

題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
い
っ
た
意
見

が
出
る
な
ど
‘
建
設
的
な
意
見
も
多
く
出

三
、
相
互
理
解
の
始
ま
り

初
日
の
昼
は
‘
レ
マ
ン
湖
の
は
と
り
に

あ
る
ネ

ッ
ス
ル
本
社
ビ
ル
六
階
の
展
望
特

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

フ
リ

ッ
ツ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
オ
ラ
ン
ダ
）

（
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
元
会
長
）

ハ
リ

ッ
ト
・
ワ

グ

ナ

ー

（

オ

ラ

ン

ダ

）

（
シ
ェ
ル
石
油
会
長
）

ピ

ー
タ
ー

・
フ

グ

ラ

ー

（

ス

イ

ス

）

（
イ
ン
タ
ー
・
ア
リ
ア
ン
ス
銀
行
頭
取
）

ポ
ー
ル

・
ヨ

レ

ス

（

ス

イ

ス

）

（
ネ
ッ
ス
ル
社
会
長
）

オ
リ
ビ
ア

・ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン

（
フ
ラ
ン
ス
）

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
宮
大
学
院
副
理
事
長
）

ア
ン
ド
レ

・ド
ン
ツ
ァ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）

(
N

A
T

o
.E
E
C
・
ユ
ネ
ス
コ
顧
問
）

モ
リ
ス

・
ア

ミ

ー

ル

（

フ

ラ

ン

ス

）

（
テ
イ
ム
ケ
ン
‘
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
西
ア
ジ
ア

・

ア
フ
リ
カ
社
長
）

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
コ
ラ
ス
（
フ
ラ
ン
ス
）

（
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産
業
連
盟
会
長
）

R
・カ

ル

デ

コ

ッ

ト

（

イ

ギ

リ

ス

）

（
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン

・イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー

・グ
ル
ー
プ
会
長
）

ネ

ビ

ル

・

ク

ー

パ

ー

（

イ

ギ

リ

ス

）

（
ト
ッ
プ・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・

パ
ー
ト
ナ
—

シ
ッ
プ
会
長
）

フ
レ
デ
リ
ッ
ヒ

・
シ
ョ
ッ
ク
（
西
ド
イ
ツ
）

（
シ
ョ
ッ
ク
社
社
長
）

オ
ル
フ

・ヤ
コ
ブ
セ
ン
（
デ
ン
マ
ー
ク
）

(
J
_
B
国
際
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
社

会
長
）

ア

メ

リ

カ

オ
ー
エ
ン

・
バ
ト
ラ
ー

（
プ
ロ
ク
タ
ー

・
ア
ン
ド

・ギ
ャ
ン
ブ
ル
社

前
会
長

・大
和
証
券
顧
問
）

日
米
欧

山 住 金

下 友 森

ジ
ェ
ラ
ル
ド

・ギ
ド
ウ
ィ
ッ
ツ

（
ヘ
レ
ン

・カ
ー
チ
ス
社
会
長
）

ウ
ェ
ル
ド
ン

・ギ
ブ
ソ
ン

(
S
R
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
所
長
）

0

ナ
ル
ド

・ネ
イ
タ
ー

(
S
R
I
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
専
務
理
事
）

フ
ラ
ン
シ
ス

・
ス
タ
ン
カ
ー
ド

（
チ
ェ
イ
ス
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

・
キ
ャ
ピ
タ
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
社
会
長
）

ロ
バ
—
ト

・
イ
ー
グ
ル
ス
ト
ン

（
キ
ャ
ピ
タ
ル

・グ
ル
ー
プ
会
長
）

ジ
ョ
ン

・
モ
ー
ア

（
ス
コ
ビ
ル
社
副
会
長
）

本

龍
太
郎
（
住
友
金
属
特
別
顧
問
）

小

笠

原

敏

晶

（
ジ
ャ
パ
ン
・タ
イ
ム
ス
会
長
‘
ニ
フ
コ
社
長
）

尾

関

雅

則

（
日
立
製
作
所
常
務
取
締
役
）

龍
三
郎

茂
一
郎（
近
畿
日
本
鉄
道
副
社
長
）

義

痺
（
住
友
電
気
工
業
常
任
監
査
役
）

瀧

山

養

（
海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
技
術
顧
問）

中

島

正

樹

（
三
菱
総
合
研
究
所
相
談
役
）

俊

彦
（
松
下
電
器
産
業
相
談
役
）

賀

来
日
上

阪

（
キ
ャ
ノ
ン
社
長
）

円
卓
会
議
参
加
者
リ
ス
ト
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別
食
堂
で
午
餐
会
が
催
さ
れ
た
。
湖
を
三

方
か
ら
囲
む
山
々
を
借
景
に
見
る
食
堂
で

ネ
ッ
ス
ル
の
マ

ー
フ
ァ

ー
社
長
は
‘
努
力

と
創
意
工
夫
か
あ
れ
ば
日
本
市
場
に
進
出

し
成
功
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
‘
ネ

ッ
ス

ル
社
の
体
験
を
披
蕗
し
た
。
又
‘
ジ
ス
カ

ー
ル
デ
ス
タ
ン
氏
が
、
「
重
大
な
決
断
を
要

す
る
際
、
道
義
的
、
精
神
的
な
内
面
の
支

え
が
大
き
な
助
け
に
な
る
」
と
謙
虚
に
述

ベ
‘
参
加
者
の

心
か
な
ご
む
一
時
で
あ
っ

こ
。
f
 午
後
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
司
会
の
松
下

電
器
の
山
下
相
談
役
が
、
「
対
日
批
判
に
は

憎
し
み
か
な
い
こ
と
か
わ
か
っ
た
」
と
述

べ
た
。
そ
れ
ま
で
は
自
分
の
論
点
の
み
を

主
張
す
る
発
言
が
多
か
っ
た
の
に
比
べ
、

徐
々
に
相
手
の
立
場
を
名
え
た
発
言
が
出

て
き
た
。
西
ド
イ
ツ
の
シ
ョ

ッ
ク
社
社
長

シ
ョ

ッ
ク
氏
の
「
先
進
国
か
冗
い
に
学
び

あ
い
‘
共
に
第
三
世
界
の
為
に
協
力
す
べ

き
で
あ
る
」
と
の
呼
び
か
け
に
三
菱
総
合

研
究
所
中
島
相
談
役
が
応
え
、
そ
の
具
体

的
な
。フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
世
界
公
共
投

査
基
金
構
想

(G

.
I
.
F
)
を
提
叫
し

た
。

日
本
側
か
ら
、
終
戦
後
の
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
様
々
な
援
助
か
今
日
の
日
本
の
繁

栄
の
枯
礎
で
あ
る
と
の
感
謝
か
幾
度
と
な

く
表
明
さ
れ
、
住
友
電
工
の
住
友
常
任
監

任
役
は
‘
「
貿
易
摩
擦
は
単
に
数
字
の
問
題

で
は
な
く
て
、
日
本
か
大
国
と
し
て
の
責

任
と
自
党
を
持
ち
う
る
か
ど
う
か
の
問
題

四、
相
手
に
指
図
す
る
こ

と
よ
り
も
自
分
か
ら

ニ
H
目
に
入
る
と
‘
こ
の
円
中
会
議
の

ま
と
め
の
声
明
作
り
が
提
案
さ
れ
た
。
”ジ

ャ
ハ
ン

・
バ
ッ
シ
ン
グ
＂
の
余
韻
も

一
ヵ

で
残
る
中
‘
共
通
項
に
基
い
た
こ
の
場
の

雰
囲
気
を
残
そ
う
と
の
呼
び
か
け
が
牛
き

て
、
単
案
作
り
が
始
ま

っ
た
。

自
由
貿

易
の
呪
持
と
財
界
人
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
と
い
う
基
調
で
作
業
が
進
め
ら
れ
、

「
各
国
は
相
手
図
の
行
動
を
指
図
す
る
の

で
は
な
く
、
先
づ
自
分
の
国
の
至
ら
ぬ
点

を
改
め
る
」
と
い
う
表
現
か
直
ち
に
合
店

さ
れ
た
の
ち
は
作
業
も
比
較
的
ス
ム
ー
ス

に
進
み
‘
日
米
欧
三
者
の
為
す
べ
き
巾
項

が
併
記
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

最

後

の

晩
餐
会
に
同
席
し
た
日
本
大
使
も
‘

「特
に

日
本
に
だ
け
努
力
目
椋
を
課
し
た
束
京
サ

ミ

ッ
ト
{r
:
．ーロ
よ
り
‘
は
る
か
に
日
米
欧
の

協
力
姿
勢
が
表
わ
れ
て
い
る
」
と
宜
出
さ

し
こ
オ

f今
回

の
率
直
な
意
見
交
挽
を
通
し
て
得

ら
れ
た
和
圧
理
解
を

一
肘
深
め
る

べ
く‘

米
年
再
び
コ
ー
で
円
，
LI
ト
会
議
を
開
催
し
て

欲
し
い
と
い
う
要
望
か
‘
既
に
シ
ェ
ル
石

油
の
ワ
グ
ナ
ー
会
長
他
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
は
か
‘
欧
米
の
円
屯
会
議
参
加
者
に
よ

る
来
春
の
訪
日
も
計
画
さ
れ
て
い
る

．．
 で

あ
る
」
と
結
ん
だ
。

コー40周年記念大会への中曽根首相からのメッセージ

一
九
八
六
年
八
月
ニ
ト
五
日

大
臣
中

曽

根

康

弘

戦
後
四
十
年
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
は
様
々
な
大
変
革

を
遂
げ
ま
し
た
か
、
こ
の
間
コ
ー
の

M
R
A
セ
ン
タ
ー
は
人

々
や
国
家
や
世
界
に
和
解
と
希
望
を
も
た
ら
す
役
割
を
一
貰

し
て
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
五
十
年
、
日
本
の
各
界
を
代
表
す
る
使
節
団
の
一
員

と
し
て

コ
ー
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん。

M
R
A
は
当
時
日
本
の
国
際
社
会
へ
の
復

帰
に
向
け
て
の
橋
渡
し
を
さ
れ
た
ほ
か
、
そ
の
後
も
、
道
義

的
基
盤
に
の
っ
と
っ
た
健
全
な
民
主
主
義
の
必
要
性
を
喚
起

す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
戦
後
の
復
興
に
手
を
さ
し
の
ベ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

我
が
国
も
国
際
社
会
と
の
関
わ
り
が
一
層
深
ま
っ
た
今
日
、

新
し
い
課
題
と
直
面
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
日
本
は
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
世
界
全
体
の
動
向
を
配
慮
に
入
れ
て
、
考
え
、

か
つ
行
動
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
か
私
の
確
信

で
あ
り
、
私
は
政
府
と
共
に
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
最
善
の

努
力
を
傾
注
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
効
果
的
に
推
進
す
る

に
は
、
我
が
国
固
有
の
伝
統
の
中
か
ら
最
善
の
価
値
を
引
き

出
す
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

M
R
A
の

方
々
か
ら
も
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
達
は
ま

た
、
M
R
A
か
道
義
的
な
精
神
的
な
原
則
に
の

っ
と
っ
た
協

力
関
係
を
人
と
人
、
及
び
国
と
国
と
の
間
に
築
く
た
め
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

意
義
あ
る
コ
ー
四
十
周
年
記
念
大
会
に
参
加
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
皆
様
方
に
、
私
は
こ
こ
に
心
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を

お
送
り
す
る
次
第
で
す
。

コ
ー
な
ら
で
は
の
和
解
の
精
神
が

世
界
の
隅
々
ま
で
行
き
わ
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地

L

か
ら
の
対
立
、
貧
困
、
絶
望
か
速
や
か
に
消
え
さ
る
こ
と
を
、

心
か
ら
希
望
し
か
つ
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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円卓会議の捉案

日米欧財界人円卓会議は、「貿易摩擦の解決をi足弓新しい姿勢やイニシアティ
フを束めて」というテーマで8月26日、 27日の2日間スイスのコーで開佳され
だ。

ズランダフィリップス社のフィリップスt専エ、フランスのヨーロッパ経営大
学院副理事長ジスカー）レデスタン氏の招きで、日本、アメリカ、西ヨーロッパ

ヵ‘ら30人の経済界のトップガモント）レーに近い山の中腹、 MRAの世界会議場
に集まつだ。当面可る貿易不均衡と保護主義の台頭は世界情勢に危機をもだら

し力‘ねないという切迫感ガ、こうしだ人刃を参集させることになった。

参加者は1固人の資格で出席しだ。その目的と可るところは、相手方が可を弓
べき力を指図可ることではなく、状況を改善可るだめに、一人一人ガ自らどの

ように行動可るべき力を明らかこ可ることであった。会議の終結に当だって次

の声明を行っだ。

『我芍ば、より自由な、よりバランスのとれだ貿易ガ最優先課題であり、保護

主義と貿易制限への要求には抵抗しなければならないという共送の認識で一致

しだ。この観点にもとづいて次のような行動ガとられるべきである。

(1) 状況に対芍る言忍識は、それガ真実であれ、間違いであれ、行動の決定に

影輯可るところガ大きい。この観点力も増加する失業の実1本ガ問題として特に
とり上げられだ。経済界の指導者は、自由貿易を可べての阿題解決の基調と可

るなどの具1本策について、国民ガそれを充分納得できるような方策を講じなけ
ればならない。

(2) 多額の赤字を出している国はその国独自で国内の野題に対処しなければ

ならない。 ：：：： 

アメリカの参加者は製品とサービスの輻出を長期にわだり増加させるよう、 /Iii 

アメリカの多くの会社ガ更に努力しなければならないことを認識しだ。ヨーロ

ッパの参加者は政府及び福祉に費やされる過剰の支出を削減可る賜要ガあるこ

とを述べだ。日本の参加者は貿易黒字の削減に関可る前川リポートの勧告を支

持可ると述べだ。（注、日本の貿易黒字削減策として、このリポートは新だな住

宅及び都市開発政策、労働時間短縮、外資受入れ、輻入の増加、開発途上国力‘

らの輻入増大などを提案している。）

全般にわだって、各国は相手国の行動を指園可るのではなく、先す自分の国

の至らぬ点を改め、世界における競争力を維持可ること力‘ら始めるべきである

ことを合意しだ。

(3) 先進国は第三世界の園の経済及び社会の進歩を援助し、世界の需要と市

場を曖起可る共遅の責任を持つ。 1旦し指摘されだように、市場の開発を無配慮
に行うことは解答とはならない。世界には可べての人の賜要を満だ可ものはあ

るガ貧欲をみだ可ものはない。

ヨーロッパ、日本、アメリカの三者はそれぞれガ分力ち合うべき責任として

上に述べだ目標を明確な追義と精神の立場力‘ら追求して行力、松ばならない。』
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賀来 龍三郎 （か〈 ・りゅうざぶろう ）

キャノン株式会社代表取締役社長。 1926年、愛知
県に生まれる，九州大学経済学部卒業。キヤノン

入社後、主に経理部門を担当、企画、人事部門も
歴任した。 1977年に代表取締役社長に就任し、今
日に至る。現在 日本事務機工業会会長n 1975年
にキャノン史上初の無配転落という苦境に立った

とき、「1憂良企業構想」という再建案を提案。会社
の目的をそれまての「キヤノングループの繁栄」

だけを求めるものより、「世界の社会・人類の役に

立つ優良企業となる」ことに企業理念を拡大した。
その構想のもとて、あらゆる経営合理化の方策を

講じてきた結果、 1975年のフォーチューンランキ
ング(us外）455位のカメラ主体の会社を、昨1985
年の同ランキングては 125位の、映像、 'I青報処理
分野におけるハイテク世界企業へと発展せしめた。

この間、売上て 8倍、純利益て22倍、雇用数て2.5
倍の成長を実現した

スイス・マウンテンハウスでの講演より 賣賽朧三●
最
初
に
キ
ャ
ノ
ン
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
本
は
資
源

の
な
い
国
で
す
か
ら
、
ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ

に
あ
る
よ
う
な
精
密
機
械
工
業
を
興
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
念
の
も
と
に
‘

一
九
三
三
年
に
キ
ャ
ノ
ン
は
ス
タ

ー
ト
を

し
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
は
‘
舌
回
級
カ
メ
ラ
を

つ
く
る
努
力
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
高

級
カ
メ
ラ
の
ラ
イ
カ
は
日
本
で
は
五
九
〇

円
は
ど
し
ま
し
た
か
、
初
任
給
が
五

0
円

く
ら
い
で
し
た
か
ら
、
年
収
分
に
ち
か
い

高
額
商
品
で
し
た
。
キ
ャ
ノ
ン
は
努
力
の

結
果
、
観
音
と
い
う
高
級
カ
メ
ラ
を
最
初

に
つ
く
り
、
そ
の
次
に
キ
ャ
ノ
ン
と
い
う

カ
メ
ラ
を
つ
く

っ
て
き
た
わ
け
で
す

。

そ
れ
以
降
‘
世
界
初
と
い
う
製
品
を
数

多
く
つ
く

っ
て
き
た
の
か
、
キ
ャ
ノ
ン
の

特
徴
で
す
。
沢
山
あ
り
ま
す
の
で

一
々
申

し
上
げ
る
訳
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
が
‘
例
え

ば
、
じ
早
上
電

f
計
算
機

(10
キ
ー
式

）
も

世
界
で
最
初
に
開
発
い
た
し
ま
し
た
し
、

カ
メ
ラ
に
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

搭
載
し
て
電
子
化
し
ま
し
た
の
も
世
界
で

初
め
て
で
す
。
健
康
機
器
も
扱

っ
て
お
り

ま
す
か
‘
散
瞳
剤
を

1
．
『
よ
▲

-
眼
底
を

キ
ャ
ノ
ン
の
伝
統
と
し
て
、
技
術
に
対

し
て
、
比
較
的
大
胆
な
企
業
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
第
一
に
あ
げ
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

第
二
に
創
業
時
以
来
、
人
間
葬
重
の
企
業

だ
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
戦
前
は
日

本
で
も
‘
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
ブ
ル
ー
カ

ラ
ー

の
差
別
か
大
変
厳
し
か

っ
た
わ
け
で

す
。

使
所
も
違
え
ば
食
堂
も
逸
い
‘
給
与

も
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
は
日
給
制
‘
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
は
月
給
制
で
し
た
。
し
か
し
キ
ャ

ノ
ン
は
‘
創
業
以
米
こ
れ
ら
の
差
別
を

一

切
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
職
貝
と
エ
員
と
い

う
区
分
も
な
く
、
全
員
を
社
員
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の

二
つ
の
非
常
に
優
秀
な
特
徴
の

一

方
で
‘

―
つ
の
難
点
は
、
経
営
の
下
手
な

会
社
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
一

九
七
五

年
に
は
、
そ
の
た
め
に
無
配
に
転
落
し
、

株
主
の
皆
さ
ん
に
め
い
わ
く
を
か
け
た
前

歴
か
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

一
九
七
六
年
か

新
技
術
に
大
胆
な

キ
ャ
ノ
ン

撮
影
で
き
る
カ
メ
ラ
も
世
界
で
最
初
に
開

発
い
た
し
ま
し
た
。

一
九
三

0
年
代
中
ば
に
、
数
人
の
技
術
者
が
興
し
た
小
さ
な
研
究
所
が
、
現
在
、
一
三

0
以
上
も
の

国
々
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
世
界
中
で
三
万
人
以
上
を
雇
用
す
る
国
際
企
業
に
発
展
し
た
。
し
か

し、

そ
の
間
、
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
る
深
刻
な
経
営
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
時
キ
ヤ
ノ

ン
を
救

っ
た

の
が
、
賀
来
社
長
の
提
唱
し
た
「
優
良
企
業
構
想
」
と
い
う
再
建
案
で
あ
っ
た
と
い
う
。

日
米
欧
の
経
済
摩
擦
は
益
々
深
刻
化
し
て
い
る
。
賀
来
氏
は
今
夏
の
コ
ー
の
会
議
で
、

「
個
人
、
企
業
、

国
家
の
何
れ
も
が
、
世
界
全
体
の
平
和
と
繁
栄
に
尽
く
す
こ
と
を
第
一
義
に
す
べ
き
で
あ
り
、
キ
ヤ
ノ

ン
は
そ
の
考
え
で
や
っ
て
き
た
」
と
、
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
聴
衆
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
日
本
企
業
は

儲
主
義
か
ら
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
賀
来
氏
の
理
念
は
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
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り ご
説
明
す

t
ん
か
‘
そ

る
時
間
か
あ
り
ま
＋

た
結
果
米
経
営
誌
「
フ

の
構
想
を
実
施
し

ン
」
の
米
国
の
企
業
丘

o
o社、

ォ
ー
チ
ュ

0
0
杜
‘
併
せ
て

米
国
以
外
の
企
兆
五

キ
ン
グ
に
よ

、
o
o
o社
の
売
よ
回
ラ
ン

ン
は
l

九
七
五
年
よ

り
ま
す
と
、
キ
ャ
ノ

た＝． 
位゚

No. と
1 し、

をう

逸成

し長
た率

のを
は達

残成
念ぃ

でた

しし
たま

かし
ヽ

+
 
6
 
..: 
りヰ

Q
 

フ

N
1
ー
¢
国
の
現
代
グ
ル
ー

。
、

ノ

・
イ
ク
イ

ッ
フ
メ

ア
メ
リ
カ
の
デ
ジ
タ
レ

I・ ン
倍ト

とと
し、し、
ヽ

つう-'--- ノ‘云
と社

でで
‘し
た

゜

ム
ら
土
i

、

（
 

私
の
提
案
で
、

い
う
の
を
始
め
ま
し
た
。

い
て
組
織
戦
略
、

各
、III 

悛
良
企
業
構
想
と

た
め
の
戦
略
、

人
材
育
成
の

経
営
戦
略
に
お

III

多
角
化
戦

財
務
戦
各
、

国
際
化

ど
う
考
え
て
ど

の
戦
略
を

う
し
た
か
は
、

年
間
に
世
界
第

九
八
五
年
ま
で
の

I

2
よ

Q
 

'‘> 

キ
ャ
ノ
ン
よi
 

第
三
位
に
甘
ん
じ

し
か
し
こ
れ
は
‘
か
な
り
の

て
お
り
ま
す

た
と
思
い
ま
す
。
も
う

菜
谷
拡
大
で
あ
っ

悶
要
な
点
は
、
企

l

つ
峻
良
企
巣
構
想
で

い
う
考
え
カ

業
埋
念
を
再
構
築
し
よ
う
と

L
:
 

こ
オ
カ
ら
へ
止

で
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
す
。

て
お
話
し
よ
う
と
思
い

業
埋
念
に
し
ば
っ

ま
す
。翡
躇
鰭
聘

査
本
主

ゞ
フ
ヵ
あ

企
業
に
は
四
つ
の
タ
イ
。

い
ま
す
。
第
l

は
、

る
と
考
え
て

第
は
、

義
的
な
会
社
で
す
。

私
は
、

運
命
共
同

臼四國認四諏

体
的
な
会
社
て
す
C

年・

は
．

つi
ゆ
る

社
会
的
責
任

て
あ
り
ま

を
遂
行
す
る
会
社
"

真
の
社
会
的
責
任
を
遂
行

す
第
四
は
、

す
る
会
社
で
す
。

る
の
に
是

担
の
中
を
活
性
化
す

し
か
し
こ
の
目
的
は
、
森

非
必
要
で
す
”

本家、

て
儲
け
れ
ば

カ
労
働
者
を
搾
取
を
し

、、

の
典
邪
的
な
会

し
し
と
い
う
‘
査
本
主
義

社
で
す

わ
ら
ず
、

査
本
、
E
義
的

ヽ
~

らカ
カ

企
業
は
段
ぃ
悪
い
こ1,
1
 

立
を
生
み
出
し
ま
す

か
完
全
な
対
立
関
係
に
は

合
と
脊
本
家
と

ヽ
、

ス
ト
ラ
イ
キ
も
多
く
、

）
 

し

1

非
常
に
効

て
し
ま
い
ま
す

冑
悪
い
企
巌
に
な
っ

同
体
的
会
社
で
す
か
‘
こ

次
の
連
命
共

ン
か
と
っ
て
き
た

れ
は
創
業
以
米
キ
ヤ
ノ

や
り
か
た
で
す
。

う
な
会

t
ょ
労
便
の

j

こ
の
よ

も

ネ
l
>

つ
ま
り
、体

と
な
っ
て

し
う
も
の
で
す
。
し

て
し
こ
う
と
、

繁
栄
し
、

ゞ

も
ち
ろ
ん
起
こ

た
力
っ
て
大
き
な
搾
取
は

応
の
給
与
体
系
で
い

り
ま
せ
ん
。
実
力
相

こ
う
と
、

キ
ャ
ノ
ン
の

し
、
つ
考
え
方
で
す

労
便
か

創
業
以
来
l

度
も
ス
ト
ラ

．
 

カ
な
し
と
、

ィ
キ
を
し
た
こ
と
、
、
ヽ

し
う
こ
と
か

労
働
組
合
は
、、

思
い
ま
す
た
だ
こ

ら
も
実
証
さ
れ
る
と

の
難
古
＂
よ

、
「

"
p
入

/11 

や
外
立
ロ
カ
ら
大

‘1・

、
ー
消
竹
者

勿
た
ち
だ
ナ
ゞ

業
は
悪
で
あ
る
。
自
＼

ー
カ
い
い
目

な
し
力
」
と
旨
滴

を
み
る
の
は
不
公
中
で
は
、
、

さ
れ
る
こ
と
で
す
ナ
オ
ア
メ
リ
カ
で
ょ
ラ
レ

l
>
)
 

い
ま
す
し
、

し
て
盛
ん
に
戦

か
大
企
業
は
悪
で
あ
る
と

ー
か
消
竹
者
運
動
を
↓

フ

・
ネ
イ
ダ

や
っ
て

て
も
社
会
党
や
共
産
党

日
本
＂

す本

る心
たヵ~
め>

に
ら

、で

は
な

＜ 
ヽ

っ
て

い
る
わ
け
で
す
。

社
会
的
点
［

次
の
‘
い
わ
ゆ
る

「

f
」
を

し
う
の
は
‘
消
竹
者
と
も

果
た
す
会
社
と
、

し
、
つ
会
社
で
す
c

て
い
こ
う
と
、

う
ま
く
や
っ

序
擦
を
少
な
く

ヽ
ゃ
む
を

、之
す
消
竹
者
に
遠

尤
し

K
J
.
j
 

う
け
極
が
な
と
こ
ろ

て
し
こ
う
と
、し

ゞ

し

カ
限
定
し
て
、

ヵ
あ
り
ま
す
↓
ま
こ
也
或
ゞ

j
 

t
 

ー
ら

i
ま
す
。「
H
本
の
あ
る

る
こ
と
も
あ
ず

L

こる都

のか市
―ー ‘ の

番あ利

大とバ：

き
皿

のの

いこた

地と
域は
め
に

社知は

会ら
とナ

人—
よし、

し、し、
に

うよ、-.
 

.! l 

の ：．献

かしす

H
本
で
は
な
い

し
は
考
え
て

か
と
わ
た
＜し

く
の
で
す
か

こ
れ
は
、
つ
ま
く
、

い
ま
す
。

こ
れ
で
い
く

ヵ
あ
り
ま
す
。

や
は
り
難
点
、
、

）
る
の
で
す
。

と
経
済
序
擦
か
起
l

現
在

H
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次
に
、
キ
ャ
ノ
ン
自
身
の
経
営
理
念
を

お
話
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
個
人
と
い
う
も

の
か
あ
り
、
次
に
企
業
か
あ
り
、
社
会
と

い
う
も
の
か
あ
る
わ
け
で
す
が
、
創
業
以

米
キ
ャ
ノ
ン
は
個
人
に
対
し
て
三
つ
の
主

義
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
―
つ

め
は
実

カ
主
義
、
二
つ
め
は
健
康
第
一
主
義
、
三

つ
め
は
新
家
族
主
義
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
は
全
部
個
人

の
幸
幅
に
つ
な
が
る
ポ
リ
シ
ー
で
す
。
実

力
が
な
け
れ
ば
個
人
と
し
て
も
幸
幅
に
は

な
れ
な
い
、
、
大
い
に
実
力
を
つ
け
な
さ

い
と
奨
励
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
つ
い
て

は
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
個
人
と
し
て

キ
ャ
ノ
ン

三
つ
の
主
義

本
は
‘
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
も
ア
メ
リ
カ
と
も

非
常
な
経
済
摩
擦
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

第
四
の
「
真
の
社
会
的
責
任
」
を
遂
行

す
る
会
社
は
、
穂
極
的
に
こ
れ
を
行
な
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。
「
本
心
か
ら
社
会
的

責
任
を
ま
っ
と
う
し
て
い
こ
う
、
地
域
も

限
定
せ
ず
に
世
界
人
類
の
共
存
と
繁
栄
の

た
め
に
こ
の
会
社
を
や
っ
て
い
こ
う
で
は

な
い
か
」
と
い
う
理
念
を
も
っ
た
会
社
で

す
。
キ
ャ
ノ
ン
は
第
二
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の

会
社
か
ら
始
め
て
現
在
こ
の
よ
う
な
第
四

種
の
会
社
を
め
ざ
し
て
全
力
を
あ
げ
て
お

り
ま
す
。

は
一
番
重
要
な
こ
と
で
す
。
ま
た

‘
家
族

が
仲
良
く
親
し
く
や
っ
て
い
く
こ
と
も
か

か
せ
な
い
大
き
な
要
素
で
す
。

次
に
企
業
で
す
が
、
世
界
一
の
製
品
を

つ
く
り
、
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
と
い

う
の
か
第
一
で
す
。
第
二
に
は
‘
理
想
の

会
社
を
築
き
‘
永
遠
の
繁
栄
を
は
か
ろ
う

と
い
う
の
か
方
針
で
す
。
第
三
は
キ
ャ
ノ

ン
の
特
徴
と
も
い
え
る
「
三
自
の
精
神
」

と
い
う
も
の
で
す
。
「
自
覚
」
を
も
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
企
業
と
し
て
わ
れ
わ

れ
が
社
貝
に
望
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
優
良
企
業
構
想
を
う
ち
だ
し

て
以
来
、
社
会
と
い
う
問
題
を
特
に
取
り

上
げ
て
き
た
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
、
「
キ

ヤ
ノ
ン
の
海
外
進
出
へ
の
理
念
」
と
い
う

も
の
を
社
員
向
け
に
だ
し
て
お
り
ま
す
。

二
つ
目
は

、
日
本
の
国
家
が
こ
れ
か
ら
も

っ
と
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
観
点
か
ら
、
「
倫
理
国
家
構
想
」
と

い
う
も
の
を
う
ち
だ
し
て
い
ま
す
。
三
番

め
は
‘
世
界
人
類
共
存
し
‘
繁
栄
す
る
た

め
に
大
い
に
か
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
、
以
上
の
こ
と
か
ら
キ
ャ

ノ
ン
の
経
営
理
念
は
な
り
た
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ら
す
べ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連

し
て
い
ま
す
。
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
個
人

か
実
力
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
対

し
て
よ
‘
会
社
は
実
力
の
あ
る
人
を
大
い

に
処
ー
・

1・で、反映さ
せ
て
お
り

危
機
の
時
代
に

は
い
っ
て

ま
す
。

て、
次
に
理
念
の
問
題
で
す
か
‘
本
日
は
ス

イ
ス
に
来
て
お
り
ま
す
の
で
キ
ャ
ノ
ン
の

国
際
化
理
念
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

-
、
新
技
術
、
新
製
品
を
核
と
し
て
、

幅
広
い
企
業
活
上
・
「

人
類
の

キ
ャ
ノ
ン
に
は
試
験
制
度
が
あ

っ

あ
る
年
数
が
た
っ
と
、
学
術
試
験
や

そ
の
他
の
試
験
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
格
す

る
と
一
っ
上
の
賃
金
体
系
に
も
っ
て
い
く

こ
と
か
、
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康

第
一
主
義
で
す
か
、
日
本
で
一
番
最
初
に

週
休
二
日
制
を
実
施
し
た
の
は
‘
お
そ
ら

く
キ
ャ
ノ
ン
で
す
。
今
か
ら
‘
二
十
数
年

前
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
個
人
の
健
康
の

た
め
で
あ
り
‘
ま
た
大
い
に
レ
ジ
ャ
ー
に

励
ん
で
健
康
に
な
っ
て
は
し
い
と
会
社
も

対
応
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
「
三
自
の
精

神
」
も
会
社
で
は
有
効
に
働
い
て
お
り
、

現
在
、
日
本
の
企
業
の
生
産
性
か
高
い
理

由
も
‘
こ
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
全
部

人
か
ら
言
い
つ
け
ら
れ
な
く
と
も
、
自
分

で
栢
極
的
に
い
ろ
ん
な
仕
事
を
や

っ
て
い

き
、
開
発
の
仕
事
に
も
ど
ん
ど
ん
発
想
を

出
し
て
い
く
、
そ
の
結
果
キ
ャ
ノ
ン
は
次

々
と
強
い
製
品
を
だ
し
て
く
る
こ
と
か
で

き
ま
し
た
。

こ
の
理
由
は
‘
従
業
員
が
こ

の
「
三
自
の
精
神
」
に
悔
底
し
て
臨
ん
で

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

左より、フグラー氏（スイス入賀来氏、ドンツァン氏（フランス）ネッスル木社にて

幸
福
と
繁
栄
に
貢
献
し
、
世
界
の
優

良
企
業
構
想
の
実
現
を
め
ざ
す
。

二
、
現
地
法
人
は
‘
受
け
入
れ
国
の
優

良
企
業
と
し
て
、
市
場
ニ
ー
ズ
の
充

足
‘
一
屑
用
の
創
出
‘
産
業
協
力
等
を

通
じ
、
現
地
杜
会
の
発
展
に
貞
献
す

る。
‘̂ 
二

キ
ャ
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る

杜
貝
は
‘
優
良
企
業
人
と
し
て
‘
仕

事
を
通
じ
て
自
己
を
実
現
す
る
と
同

時
に
‘
良
き
市
民
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
杜
会
に

貞
献
す
る
。

四
、
自
由
貿
易
主
義
の
維
持
•
発
展
に

対
し
て
は
、
目
先
の
巾
業
採
算
に

の

み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
‘
長
期

的
か
つ
総
合
的
観
点
か

ら
‘
当
社
の
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実
力
の
許
す
範
囲
で
最
大
限
の
貢
献

を
行
な
う
。

以
上
が
、
国
際
化
の
基
本
理
念
で
す
。

次
に
‘
倫
理
国
家
構
想
問
題
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
日
本
の
近
世
に
お

い
て
、
非
常
に
大
き
な
社
会
変
革
が
二
つ

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
目
は
、
一

六
二

0
年
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
以
前
の
一
〇

0
年
間
は
、
戦
国
時
代
と
呼
ば
れ
、
群
雄

割
拠
し
て
は
、
お
互
い
に
血
を
流
し
な
か

ら
、
戦
っ
た
時
代
で
す
。
そ
こ
で
日
本
を

統
一
し
ま
し
た
の
か
、
織
田
信
長
、
豊
臣

秀
吉
で
あ
り
、
最
後
に
徳
川
家
康
が
一
六

0
三
年
に

、
江
戸
に
将
軍
家
を
つ
く

っ
て

、

一
八
六
七
年
ま
で
約
二
七

0
年
間
続
い
た

平
和
国
家
を
建
設
し
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
社
会
改
革
で
あ
る
明
治
維

新
の
と
き
は
、
日
本
は
諸
外
国
か
ら
開
国

を
せ
ま
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

ロ
シ
ア
か
ら

は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
、

ペ
リ
ー
か
四
隻
の
軍
艦
を
ひ
き
つ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
、
日
本
全
体

か
上
を
下
へ
の
大
騒
動
と
な
り
ま
し
た
が
、

非
常
に
賢
明
な
我
々
の
曾
祖
父
た
ち
は
‘

流
血
の
惨
事
な
く
‘
平
和
的
に
革
命
を
遂

行
し
た
わ
け
で
す
。
一
八
六
八
年
の
明
治

維
新
か
ら
、
近
代
国
家
に
向
か

っ
て
進
も

う
と
い
う
新
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

三
回
目
の
改
革
は
、
現
在
で
あ
る
と
私

は
定
義
し
て
お
り
ま
す
。

過
去
の
改
革
の

と
き
の
理
念
は
ど
う
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
？

日
本
・

・

な
鎖
国
状
態
の
う
ち
に
繁

栄
さ
せ
た
江
戸
時
代
は
評
価
で
き
ま
す
が
、

徳
川
家
と
い
う
一
家
族
を
永
遠
に
繁
栄
さ

せ
よ
う
と
い
う
理
念
が
、
こ
の
時
代
の
特

色
で
し
た
。
二

番
目
の
明
治
時
代
の
特
色

は
、
日
本
が
貧
し
い
国
だ
っ
た
た
め
、
裕

幅
な
強
い
国
に
し
よ
う
と
い
う
方
針
の
も

と
、
全
日
本
人
が
、
力
を
あ
わ
せ
た
こ
と

で
し
た
。

と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、
富

国
強
兵
と
い
う
理
念
が
軍
部
の
横
暴
を
招

い
て
、
先
の
戦
争
が
勃
発
し
た
わ
け
で
す
。

戦
後
は
、
明
治
の
は
じ
め
の
理
念
ど
お
り
‘

日
本
は
済
々
と
繁
栄
を
築
き
‘
G
N
P
で

は
世
界
第
二
の
大
国
に
ま
で
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。

し
か
し
、
も
し
今
後
と
も
こ
れ
を
続
け

て
い
っ
た
ら
、
日
本
と
い
う
国
自
体
が
地

球
上
で
そ
の
存
亡
を
問
わ
れ
る
時
代
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
‘
私
は
強
く
主
張
し

て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
理
念

を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
度
は
‘

日
本
か
ら
世
界
に
目
を
む
け
て
、
世
界
の

繁
栄
の
た
め
に
、
大
い
に
貢
献
し
て
い
こ

う
。
つ
ま
り
人
類
の
共
存
で
す
。

な
ぜ
こ

こ
で
視
点
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か

？
日
本
の
目
的
は
あ
る
程
度
達
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
世
界
を
見
ま
す
と
‘
非
常

に
大
き
な
問
題
か
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

ロ

ー
マ
ク
ラ
ブ
の
指
摘
の
通
り
地
球
そ
の
も

の
が
、
生
存
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

危
機
感
を
も
つ
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
た

も
う
一
っ
別
の
見
方
を
す
る
と
‘
東
西

問
題
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
と
ソ
連
が

核
競
争
を
し
て
お
り
、
い
っ
た
ん
核
で
も

南
北
の
格
差
か

広
が
っ
て
い
く

と
え
ば
公
害
の
問
題

．．
 
酸
ガ
ス
ゞ

／
ド
ン
上
ヵ
り

ゞ

か
ふ
え
る
と
温
度
カ
ド
、

ま
す
し
、
最
近
読
ん
だ
も
の
に
よ
る
と
‘

南
極
大
陸
に
は
オ
ゾ
ン
の
層
か
無
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
と
‘

紫
外
線
か
人
体
に
影
閤
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
る
そ
う
で
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
私
自

身
も
関
心
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
似
た
よ

う
な
も
の
に
‘
緑
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

砂
漢
化
が
進
み
、
こ
れ
も
ど
う
に
か
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
や
食
料
の
問

題
も
あ
り
ま
す
。

現
在
で
も
、
人
間
が
次

々
と
餓
死
し
て
い
る
最
貧
国
か
存
在
す
る

と
い
う
厳
然
た
る
事
実
が
あ
り
ま
す
。

ま

た
資
源
の
問
題
も
、
現
在
は
石
油
が
若
千

ダ
ブ
つ
い
て
お
り
ま
す
が
‘
将
来
は
足
り

な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
水
査
源
も
、
全
人

類
を
潤
す
だ
け
あ
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た

キ
ャ
ノ
ン
は
、
国
連
で
も
ぢ
真
展
を
開
き

ま
し
た
か
、
現
在
世
界
で
は
、
種
の
絶
滅

か
起
こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
動
物
の
種
類

が
ド
ン
ド
ン
減
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ

れ
を
放
岡
し
て
お
け
ば
、
大
変
な
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
と
い
う
危
機
の
時
代
に
は
い

っ
た
の
で
す
。

落
ち
れ
ば
、
地
球
は
凍
土
と
化
す
で
し
ょ
う

し
か
し
一
番
平
要
な
の
は
‘
南
北
問
題
だ

と
思
い
ま
す
。
累
粕
債
務
国
が
ひ
と
た
び

也
済
不
可
能
と
な
れ
ば
‘
全
世
界
の
銀
行

か
倒
産
し
、
も
の
す
ご
い
恐
慌
か
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
上
に
問
題
な
の

は
最
貧
国
で
す
。
一

九
八

一
年
の
U
N
C

T

A

D

（
国
連
貿
易
開
発
会
議

）
の
資
料

に
よ
る
と
、
一
人
あ
た
り
の
G
D
P

（
国

内
総
生
産

）
か

8
0
0
0
ド
ル
以
卜
の
国

は
全
体
の
人
口
の

14
％
で
、
世
界
の
G
D

P
の

6
0
.
4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

*

G

D

P

が

4
0
0
0
 1

8

 o
o
o
 

ド
ル
…
世
界

の
人
口
の

1
0
.
6
%

世
界
の
G
D
P
の

1
9
.
5
%

*

G

D

P

が

1

5
0

0

 
1

4

 0
0
0
 

ド
ル
…
世
界
の
人
口

の

1
1
.
2
%

世
界
の
G
D
P
の

1
0
.
8
%

*

G

D

P

が

5
0

0

 1
1
5
0
0
ド

ル

…

世

界

の
人
口
の

14
%

世
界
の
G
D
P
の

4
.
3
%

そ
し
て
‘
G
D
P
が

5
0

0
ド
ル
以
下

の
最
貧
国
は
‘
人
口
に
し
て
世
界
の

5
0
.

1
％
あ
り
ま
す
か
、

G
D
P
は
世
界
の
た

っ
た

5
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
今

日
の
現
状
な
の
で
す
。

こ
の
南
北
の
問
題

は
、
う
か
う
か
し
て
い
る
と
、
ま
す
ま
す

格
差
が
広
が
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
‘
こ

れ
は
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

世
界
の
存
続
す
ら
危
な
い
こ
の
状
況
に
対

し
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
‘
―
つ
に
は
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日
本
が
自
ら

正
す
べ
き
こ
と

日
本
と
い
う
国
か
本
当
に
目
覚
め
て
、
こ

れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
大
い
に

貢
献
し
て

行
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
考
え

で
す
。
次
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

第

一
の
課
題
は
、
日
本
自
身
の
認
識
を

変
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
日
本
か
自
ら
身
を

正
す
こ
と
か
第

一
の
テ
ー
マ
で
す
。

た
と

え
ば
‘
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、
ウ
ソ
つ

き
で
大
洒
飲
み
の
父
親
が
い
る
家
庭
で
、

子
供
を
よ
く
育
て
よ
う
と

「
ウ
ソ
を
つ
く

な
、
大
酒
を
飲
む
な
」
と
言
っ

た
と
し
ま

す
。

と
こ

ろ
が
そ
う
は
い

き
ま
せ

ん。

ま

す
親
か
ら
身
を
正
さ
ね
ば
‘
良
い
子
供
は

育
た
な
い
の
で
す
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
か

日
本
に
も
言
え
ま
す
。
世
界

の
た
め
に
何

か
し
よ
う
と
い

う
な
ら
、
日
本
は
ま
ず
身

を
正
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
現

代
の
政
治
も
変
え
て
い
か
ね
ば
い
け
ま
せ

ん
。
政
治
家
か
国
内
や
自
分

の
選
挙
区

の

み
を
兄
て
す

べ
て
の
行
動
を
と
り
が
ち
な

の
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
‘
ヨ
ー
ロ

ッ

ハ
や
ア
メ
リ
カ
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
か
、
世
界
に
目
を
向
け
て
、
政
治

の

あ
り
か
た
を
変
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん。

次
に
行
政
で
す
か
、
今

の
日
本

の
官

僚
は
日
本

の
た
め

の
み

に

一
生
懸
命
尽
く

そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は

E
C
の

官
僚
も
、
米
国
の
官
僚
も
同
じ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
も
見
方
を
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
農
業
政
策
か
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

日
本
に
は
戦
後
、
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
元

帥
が
や

っ
て
き
て
農
地
解
放
を
や

っ
た
わ

け
で
す
。
小
作
農
に
土
地
を
分
け
与
え
て

全
部
自
作
牒
に
し
て
し
ま

っ
た
。

こ
れ
は

正
し
い
政
策
で
あ
り
‘
み
な
非
常
に
幸
せ

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
四
十
年

以
上
た

っ
た
今
ま
で
、
一
度
も
農
業
政
策

を
変
え
て
い
な
い
の
で
す
。
当
時
は
牒
業

従
事
者
が

48
％
も
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

10
％
を
き

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
そ

の
当
時
の
政
策
を
そ
の
ま
ま
や

っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
企
業
だ

っ
た
ら
、
何
回
倒

産
し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
だ

け
構
造
が
変
わ

っ
て
い
な
か
ら
‘
少
し
も

手
を
打

っ
て
い
な
い

。

た
と
え
ば
日
本
で

は
、
米
を
作
る
の
を
や
め
る
と
、
国
家
が

牒
民
に
金
を
支
給
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

日
本
人
は
十
兆
円
は
ど
高
い
牒
産
物
を
食

べ
て

い
る

の
か
現
状
で
す
。

こ
の
影
醐
り
が

現
在

の
ア
メ
リ
カ
と
の
経
済
摩
擦
に
も
で

て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
も
し
正
し

い
牒
業
政
策
を
と
る
な
ら
ば
‘
た
と
え
ば

日
本
に
は
股
業
を
や
り
た
く
な
い
若
者
が

た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
離
農
さ

せ
て
、
も

っ
て
い
た
小
さ
い
面
積
の
土
地

を
本

こ

い

人

に

与

え

て

、

大

牒

経
営
を
さ
せ
る
の
で
す
。

日
本
は
工
業
で

世
界

一
の
生
産
性
を
あ
げ
た
国
で
す
か
ら
‘

同
様
に
股
業
で
も
世
界

一
の
生
産
性
を
上

げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
ま
あ
、
日
本
で
は
あ
ま
り
農
業
政
策

を
熱
心
に
や
る
と
評
判
が
悪
く
な
る
の
で

す
が
…
…
。

次
に
経
済
政
策
を
、
そ
し
て
税
制
も
変

え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昭
和
二
五
年
に
ア

メ
リ
カ
か
ら
シ
ャ
ー
プ
博
士
が
や

っ
て
き

て
、
日
本
の
税
体
系
を
全
部
修
正
し
て
い

き
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
抜
本
的
な
改
革
は

行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
四
回
ほ
ど
改
革

は
あ
り
ま
し
た
か
、
い
ず
れ
も
悪
い
は
う

に
変
わ

っ
た
だ
け
で
す
。
そ
の
結
果
、
日

本
で
は
直
接
税
は
高
く
な
り
、
間
接
税
は

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
所
得
は
、
全
部
捕
捉
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
牒
業
や
、
個
人
業
者
、
医
者
、
弁
護

士
の
方
々
は
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従

っ
て
、
こ
の
不
公
平
税
制
か
‘
非
常
に

大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
‘
貯
蓄
優
遇
税
制
を
日

本
で
は
と

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
と
て
も

効
呆
の
あ

っ
た
制
度
で
し
た
。
日
本
は
か

つ
て
焦
土
か
ら
産
業
を
興
す
た
め
に
、
国

民
に
貯
蓄
を
大
い
に
奨
励
し
ま
し
た
。

そ

し
て
銀
行
に
預
け
た
も
の
を
企
業
か
借
り

て
、
設
備
投
査
と
し
て
産
業
を
復
興
し
て

き
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
在

必

要

で

は

あ

り

ま

せ

金

利

の

高
い
銀
行
か
ら
借
り
る
よ
り
‘
ス
イ
ス
に

来
て
、
金
利
の
安
い
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
債
を

発
行
し
た
ほ
う
が
い
い
わ
け
で
、
キ
ャ
ノ

ン
も
四
、
五
回
ス
イ
ス
に
や

っ
て
き
て
‘

ス
イ
ス
フ
ラ
ン
債
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

無
理
に
貯
蓄
し
て
銀
行
に
預
け
る
メ
リ

ッ

ト
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
‘

銀
行
は
借
り
手
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
し
た
か

っ
て
‘
貯
蓄
優
遇

税
制
を
や
め
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
や
ア
メ
リ

カ
で
や

っ
て
い
る
よ
う
に
‘
住
宅
を
建
て

た
ら
優
遇
税
制
を
適
用
す
る
と
い
う
制
度

に
変
え
る
だ
け
で
も
ち
が
い
ま
す
。

ご
存

じ
の
と
お
り
、
一
国
の
海
外
経
常
余
剰
と

い
う
の
は
個
人
と
企
業
と
政
府
の
貯
蓄
や

投
査
が
全
部
プ
ラ
ス
な
ら
‘
海
外
経
常
余

剰
は
、
結
果
的
に
大
き
く
プ
ラ
ス
が
で
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
。
従

米
は
‘
企
業
は
お
金
を
借
り
て
投
査
し
て

き
ま
し
た
か
ら
‘
こ
こ
で
大
き
く
マ
イ
ナ

ス
か
で
て
い
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
最
近

企
業
は
お
金
を
あ
ま
り
借
り
ま
せ
ん
し
、

不
況
で
す
か
ら
、
投
資
を
手
控
え
て
し
ま
い
‘

こ
れ
か
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
す
。

個
人
は
ド

ン
ド
ン
貯
悟
を
し
て
い
ま
す
か

ら
。フ
ラ
ス
か
多
い

。
政
府
も
財
政
再
建
を

一
生
懸
命
や
ろ
う
と
い
う
の
で
‘
財
政
赤

字
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ス
が
な

く
な

っ
て
プ
ラ
ス
に
変
わ

っ
て
い
ま
す
。

す
る
と
当
然
、
経
常
収
支
か
プ
ラ
ス
で
出

る
と
い
う

の
は
、
自
明
の
理
で
あ
り
ま
す
。
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そ
こ
で
た
と
え
ば
、
先
ほ
ど
の
貯
紫
優
遇

制
か
ら
、
投
資
優
遇
制
に
変
え
れ
ば
、
個

人
は
ド
ン
ド
ン
銀
行
か
ら
借
金
を
し
て
、

家
を
建
て
始
め
る
で
し
ょ
う
。
す
る
と
‘

こ
の
数
字
は
減
る
わ
け
で
す
。
例
と
し
て
、

7

.

5
兆
円
と
減
ら
す
と
‘
約

5

0

0
憶

ド
ル
の
経
常
収
支
は
解
消
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ム
年
は
、
日
本
は

5

0

0
憶
ド
ル
の

経
常
黒
字
で
世
界
か
ら
た
た
か
れ
て
い
ま

す
。
な
お
か
つ
今
年
は
‘

8

0

0
憶
ド
ル

を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
‘
前
述
し
た
よ
う
な
こ
と
を
一
っ
す
れ

ば、

5

0

0
倍
ド
ル
は
消
え
て
し
ま
い
ま

す
。
世
界
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
黒
字
の

問
題
も

一
気
に
解
消
す
る
で
し
ょ
う
。
も

っ
と
い
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
本
人
か

現
介
住
ん
で
い
る
家
は
‘
外
国
の
方
々
か

ら‘

「
ウ
サ
ギ
小
屋
」
と
い
う
‘
も

っ
と
も

な
非
難
を
う
け
た
シ
ロ
モ
ノ
で
す
が
、
家

を
建
て
た
は
う
か
有
利
な
優
遇
税
制
を
と

れ
ば
家
の
建
て
替
え
が
始
ま
り
ま
す
。

い

ま
ま
で
の

2
倍
の
面
栢
の
家
を
建
て
る
人

も
で
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
起
き
る

現
象
は
‘
辻
築
業
界
が
ま
ず
失
業
か
ら
す

く
わ
れ
る
。
そ
し
て
家
か
広
く
な
り
ま
す

か
ら
、
イ
ン
テ

リ
ア
や
家
電
製
品
を
買
い

替
え
る
。
罹
く
場
所
が
あ
り
ま
す
か
ら
‘

私
た
ち
か
つ
く

っ
て
い
る
家
庭
用
複
与
機

や
ワ
ー
プ
ロ
‘
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
も
買

っ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
を
す

る
と
内
干
而
が
ド
ン
ド
ン
拡
大
し
て
、
黒
字

と
い

．．
 
大
き
く
解
消
す
る
と
い
う
‘

考
え
ら
れ
る
わ

こ
う
い
う
簡
単
な
手
も

け
で
す
。
し
か
し
現
状
で
は
、
日
本
は
ま

だ
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
や

っ
て
お
り
ま
せ

ん
。一

番
枢
要
な
の
は
‘
教
育
政
策
を
変
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
、
日
本
の
子
供

た
ち
は
、
他
の
諸
国
同
様
に
、
自
分
さ
え

よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
、
身
勝
手
で
利
己

主
義
的
な
人
物
か
ど
ん
ど
ん
育

っ
て
い
ま

す
。
し
た
が

っ
て
学
校
で
は
‘
暴
力
問
題

か
大
き
な
問
姐
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ア
メ

リ
カ
で
は
か
な
り
昔
か
ら
、
先
生
が
学
校

に
行
く
の
を
怖
が

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
他
国
の
話
と
し
て
聞
い
て
お
り
ま
し

た
か
●
最
近
で
は
日
本
で
も
そ
の
傾
向
か

見
え
て
き
ま
し
た
。
―

つ
は
‘
日
本
か
目

標
を
喪
失
し
て
い
る
た
め
に
、
教
育
制
度

自
体
が
お
か
し
く
な

っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
し
た
か

っ
て
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
の

若
い
者
に

「
お
ま
え
た
ち
は
‘
世
界
の
共

存
の
た
め
に
大
い
に
貢
献
し
て
く
れ
。
そ

の
目
標
を
も

っ
て
勉
強
し
‘
体
を
き
た
え

ろ
。」

と
‘
こ
の
方
針
が
で
る
だ
け
で
、
日

本
の
イ
ジ
メ
問
題
は
た
だ
ち
に
解
消
す
る

と
私
は
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
よ
う
な
こ

と
を
す
る
こ
と
で
、
ま
ず
日
本
が
自
ら
を

正
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
世
界
に
は
、
問
題
が

多
す
ぎ
ま
す
。
束
西
・
南
北
問
題
の
は
か

に
も
‘
い
ろ
ん
な
問
題
か
あ
り
ま
す
。
イ

ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ

-.L●ラブ
の

ラ
ン
の
対
立
と
数

中

で

も

イ

ラ

ク

と

イ

え
上
げ
れ
ば
き
り
か
な
い
わ
け
で
す
。

ヨ

ー
ロ

ッ
ハ
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
紛
争
は
‘
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ス
リ
ラ
ン
カ
も
南
米
も
同

様
で
す
。
世
界
中
問
題
だ
ら
け
で
す
。

こ

ん
な
中
で
、
世
界
に

一
っ
く
ら
い
は
‘
こ

う
い
う
問
題
を
な
く
す
た
め
に
全
力
を
あ

げ
る
国
か
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
国
に
日
本
か
な
り
な
さ
い
、
世
界

の

ダ

シ

ッ
プ
を
と

問

題

に

対

し

て

リ

ー

1

っ
て
い
け
る
国
に
な
り
な
さ
い
と
私
は
言

い
た
い
の
で
す
。
束
西
問
題
で
は
、
現
在

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
と
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

の
間
で
軍
縮
交
渉
か
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
第
三
者
と
し
て
働
け
る
国
は
ど
こ

も
な
い
わ
け
で
す
。

日
本
が
本
当
の
意
味

で
、
「
も
う
核
の
増
強
な
ど
や
め
な
さ
い

」

と
言
え
る
国
に
早
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
わ
け
で
す
。

産
業
人
の

大
い
な
る
役
割

一
七
七
六
年
に
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
か
「
国

富
論
」
を
書
い
て
か
ら
、

一
八
七
三
年
ま

で
約
一

0
0
年
の
間
は
‘
レ

ッ
セ
フ
ェ
ー

ル

（
古
典
的
自
由
経
済
主
義

）
の
時
代
で

し
た
。
と
こ
ろ
か
一
八
七
三
年
に

、
世
界

の
大
恐
慌
が
起
き
、
そ
れ
以
米
現
在
ま
で

輻
祉
国
家
と
い
う
問
題
が
非
常
に
と
り
あ

げ
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

政
府
も
こ
れ
に
カ

を
い
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
か
だ
い
ぶ

浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
福
祉
国

家
に
も
限
界
か
き
た
と
い
う
の
が
、
私
の

紅
見
で
す
。

で
は
‘
今
後
は
ど
ん
な
世
界

か
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？

―
つ
の
案
で

す
が

、
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
経
営
学
者
か
提

案
し
た
、

「企
業
家
経
済
の
時
代
に
は
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
土
息
見
に
‘
ま

っ

た
く
同
感
で
す
。
一

国
査
本
主
義
の
時
代

は
す
で
に
終
わ

っ
た
。

つ
ま
り
世
界
の
活

性
化
を
は
か
り
‘
助
け
る
こ
と
か
で
き
る

の
は
‘
政
府
で
も
官
僚
で
も
な
く
、
産
業

人
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
産
業
人
が
も

っ

て
大
い
に
前
進
す
れ
ば
、
実
現
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て、

キ
ャ
ノ

ン
の
経
営
理
念
と
し
て
あ
げ
た

「
世

界
共
存
」
は
、
世
界
の
産
業
社
会
に
対
し
、

同
じ
よ
う
な
理
念
と
考
え
方
に
皆
さ
ん
変

わ

っ
て
下
さ
い
‘
と
い
う
こ
と
を
私
の
主

張
と
い
た
し
ま
し
て

、
私
の
話
を
終
わ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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ヽ

讐/I 
中島正欄

R 
人
類
史
の
転
換
期

コ
ー
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
て

G

I

F

（
世
界
公
共
投
資
枯
金
構
想
）
を
世
界

で
初
め
て
発
表
し
て
か
ら
、
す
で
に
八
年

が
す
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
八
年
間
の
成
呆
を

ふ
ま
え
先
日
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
で

一
週
間

に
わ
た
り
‘
G
I
F
の
国
際
会
議
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で

M
R
A
の
考
え
方
と
も
共
通
す

る
G
I
F
の
店
本
哲
学
に
つ
い
て
改
め
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
私
達
の
前
に
は
厳
し
い
国
際
問

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
束
西
の
対
立
‘

世
界
経
済
の
倅
滞
、
南
北
の
中
擦
、
第
：

＠） 

世
界
の
悲
惨
な
貧
困
と
飢
え
、

他
に
も
こ

れ
ら
と
関
連
す
る
諸
問
題
が
常
に
私
達
を

脅
か
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を

ふ
ま
え
、
「
地
球
時
代
（
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
）
」

の
何
学
に
の
っ
と
っ
て
生
ま
れ
た
の
が
G

I

F
構
想
で
す
。

人
類
は
そ
の
歴
史
に
お
い
て
、
数
多
く

の
厳
し
い
試
練
を
通
り
抜
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、

二
0
世
紀
に
お
け
る
そ
の
数
と

急
激
な
変
化
は
群
を
ぬ
い
て
い
ま
す
。
あ

と
十
数
年
で
西
暦
二
0
0
0
年
を
迎
え
ま

す
か
、
こ
こ
で
私
達
は
今
世
紀
を
ふ
り
返

っ
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
世
紀
前
半
に
起
こ
っ
た
ご
つ
の
世
界
大

戦
の
結
果
、
国
際
連
盟
と
国
際
連
合
の

二

済

60
に

と

菱

研

て

発

際

経

19
長

立

三

同

役

を

国

学

。

社

設

年

年

談

想

ら

大

社

鋼

所

7
3
7
9
相

構

か

国

入

製

究

（

）

役

F
国

。

帝

行

菱

研

任

役

締

ー

各

る

京

銀

三

合

兼

炎

取

G
界

い

東

菱

年

総

を

相

ら

年

世

て

。
三

65
菱

長

同

か

77
に
い

れ

に

19
三

社

年

年

19
心

次

生

共

。

年

役

7
5
8
1

。
中
相

京

と

役

70
締

、

、

る

を

が

東

業

締

19
取

長

長

至

米

請

年

卒

取

。
同
会

会

に

欧

招

05
部

同

任

に

鋼

所

在

、

議

19
学
年
就
ヰ
、
ljて

{i
'滉
表

会

三菱総合研究所相談役

つ
の
国
際
組
織
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
に

な
っ
て
み
れ
ば
、
国
連
の
運
命
は
そ
の
本

部
が
イ
ー
ス
ト
・
リ

バ
ー

（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー

ク
）
に
躍
か
れ
た
時
か
ら
決
定
づ
け
ら
れ

て
い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
も
‘
超
大
国

の
対
立
を
反
映
し
た
国
際
紛
争
が
世
界
各

地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
局
地
戦
争
が
第

三
次
世
界
大
戦
ぼ
っ
発
に
い
た
ら
な
か
っ

た
の
は
‘
日
本
の
降
伏
直
前
に
原
爆
投
下

の
惨
屯
で
ぷ
さ
れ
た
核
の
脅
威
が
あ
っ
た

か
由
で
し
ょ
う
。
今
日
、
世
界
の
軍
事
竹

は‘

一
兆
ド
ル
に
も
達
す
る
ほ
ど
で
、

一

几
七

0
年
代
初
期
の
二
倍
以

L
に
あ
た
り

ま
す
。
軍
拡
競
争
に
参
加
す
る
国
々
が
か

か
え
る
財
政
危
機
が
、
現
在
の
先
進
国
経

済
の
停
滞
を
招
い
て
い
る
と
い
う
の
か

[

般
的
な
見
方
で
す
。
私
は
こ
れ
を
「
過
剰

軍
価
」
と
呼
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

G
I
F、
過
剰

軍
備
の
代
替
案

先
進
工
業
国
の
成
長
率
低
下
は
‘
恒
常

的
失
業
を
増
す
ば
か
り
で
‘
世
界
中
に
ガ

ン
の
よ
う
に
は
び
こ
っ
た
軍
備
増
強
を
削

減
す
る
き
ざ
し
は
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

財
政
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
は
‘
徐
々
に
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軍
縮
の
方
向
に
向
う
こ
と
か
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
な
か
ら
、
一
九
七
八
年
の
軍
縮
会

議
の
成
果
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
て
お
り
ま
せ

ん。
軍
備
増
強
は
‘
む
ろ
ん
産
軍
複
合
体
を

う
る
お
わ
せ
ま
す
。
軍
高
産
業
が
栄
え
る

だ
け
で
な
く
‘
軍
事
技
術
の
進
歩
に
も
貞

献
し
ま
す
。
兵
器
産
業
は
‘
他
の
製
造
業

に
比
べ
て
競
争
も
少
な
く
、
大
変
割
の
い

い
事
業
で
す
。
ま
た
、
先
進
下
業
国
経
済

に
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
最
近
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
業
界
の
伸
び
も
、

軍
事
的
に
屯
要
な
怠
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

兵
器
産
業
か
他
の
産
業
と
異
な
る
の
は
‘

厭
則
と
し
て
経
宮
管
理
者
の
制
限
を
受
け

ず
、
シ
ー
リ
ン
グ
（
上
限
）
も
な
い
こ
と

で
す
。
平
和
憲
法
を
も
つ
日
本
は
、
防
衛

伐
を
G
N
P
の一

％
以
内
に
お
さ
え
る
こ

と
か
で
き
て
い
ま
す
か
‘
ソ
連
は
―
0
%
‘

米
国
八
％
、
他
の
西
洋
諸
国
は
こ
．
五
％

＼
四
％
を
軍
価
に
ま
わ
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
軍
事
支
出
の
培
大
は
‘
直
接
‘

間
接
的
に
同
家
財
政
に
影
評
を
与
え
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
例
を
見
る
と
‘
第
二
次
世
界

大
戦
中
よ
り
も
多
い
令
額
を
武
器
に
つ
ぎ

込
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
、
今
の
ア
メ
リ

カ
の
財
政
お
よ
び
国
際
収
支
の
赤
字
の
主

要
な
原
囚
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
お
そ
ら

く
議
論
の
余
地
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ソ
連

の
状
況
も
五
卜
歩
白
歩
の
は
ず
で
す
。
そ

こ
で
‘
レ
ー
ガ
ン
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ

第
三
世
界
の
た
め
の

G
ー

F

る
ト
・

・

で
、
軍
価
削
減
と
核
兵
器

制
限
に
関
す
る
同
慈
が
得
ら
れ
る
こ
と
か

強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

G
I
F
構
想
の
第
一
ー
の
メ
リ
ッ
ト
は
‘

第
一
価
世
界
の
経
済
を
向

L
さ
せ
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
鉦
年
一
／
~
三
千
万
人
も
の
餓

死
者
を
出
す
第
芝
世
界
の
現
状
は
早
急
に

解
決
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
弄
人
口
の

％

（

約

・1
0
憶
人
）
を
占
め
る
第
：
二
世
界

の
年
間
個
人
所
得
を
下
ド
ル
ま
で
引
ぎ
卜

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
市
場

に
匹
敵
す
る
：

1

兆
ド
ル
市
場
経
済
を
創
り

出
す
ご
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
南
北

の
共
存
お
よ
び
束
西
の
協
調
精
神
に
桔
ず

い
た
大
規
校
な
技
術
移
転
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
す
。
技
術
移
転

も
、
第
1
一
世
界
に
う
ま
く
同
化
す
る
適
切

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

G
I
F
構
想
で
は
、
先
進
国
の
技
術
を

第
三
世
界
の
丁
業
、
経
済
開
発
に
利
用
す

る
こ
と
で
、
そ
の
経
済
に
活
気
を
与
え
る

一
方
‘
経
済
倅
滞
に
悩
む
先
進
国
に
お
け

る
購
買
市
場
も
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
第
一
こ
世
界
の
経
済
発
展
実
現
の

た
め
に
は
、
先
進
国
と
発
展
途
上
同
の
双

灯
が
同
じ
立
場
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

G
I
F
構
想
は
慈
誼
r

と
い
う

よ
り
、
共
存
共
栄
を
弔
点
に
お
い
て
い
ま

GIF構想例 (I) (II) 

構想 名 関係国（地域）

クラ地峡運河
タイ、マレーシア、シ

ンガポール

第2パナマ運河
アメリカ、ニカラグア

パナマ ‘ 

ヒマラヤ水力発電 インド、中国

海流発電

太陽熱採取場

アフリカ中央湖
アフリカ大陸中央部の

諸国

ベ リング海峡海
アメリカ、ソ連

流調節

砂漠の緑化
北アフリカ諸国、イス

ラエル、アラブ諸国

構 想 名 関係国（地域）

南アメリカ水力発

電

ブラジル、ベネズエラ、

コロンビア、ペルー、

ボリビア、ノぐラグァイ 、

アルゼンチン

エジプト・カ ッタ

ラ低地開発

シルクロード・ハ

イウェイ

エジプト

中国、 ソ連、 中東地域

ジブラルタル海峡

橋／トンネル
スペイン、 モロ ッコ

グローバル衛星通

信網

東ヨーロッパ、横

断自動車道

ポーランド、ハンガリ

ー、ルーマニア、ギリ

シャ

グローバル・スー

パーポート・ネッ

トワーク
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す
。
第
三
世
界
か
ら
大
望
を
抱

い
て
留
学

し
た
若
者
が
祖
国
に
戻
っ
て
も
、
せ

っ
か

く
学
ん
だ
技
術
を
活
か
せ

る
国
家
的
惰
業

が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
‘

G

I

F
構
想
を
通
し
て
社
会
的
基
盤
を
と
と
の

え
る
こ
と
に
よ
り、

国
づ
く
り
と
い
う
崇

高
な
目
的
に
む
か
っ
て
、
そ
の
専
門
知
識

を
十
年
、
二
十
年
と
い
っ
た
長
期
に
わ
た

っ
て
活
か
し
て
も
ら
え
る
の
で
す
。

G

I

F
構
想
は
「
平
和
時
の
巨
大
建
設

計
画
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
社
会
的

基
盤
を
つ
く
る
こ
の
世
界
的
規
模
の
事
業

か
ら
、
第
三
世
界
も
ふ
く
む
す
べ
て
の
人

々
が
恩
恵
を
こ
う
む
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
、
事
業
か
実
を

結
べ
ば
、
そ
の
真
価
が
証
明
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

私
達
は
超
巨
大
事
業
の

リ
ス
ト
を
つ
く

り
ま
し
た
。
（
別
表
参
照
）
世
界
各
地
で
こ

れ
ら
の
事
業
が
泊
手
さ
れ
‘
完
成
す
れ
ば

「
軍
事
的
破
壊
」
の
可
能
性
よ
り
「
平
和

的
な
建
設
」
の
ほ
う
が
追
理
に
あ
う
こ
と

を
、
人
々
は
具
体
的
な
例
を
通
じ
て
理
解

し
は
じ
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
地

球
の
平
和
の
立
義
も
改
め
て
認
識
さ
れ
る

は
ず
で
す
。

地
球
時
代
の

哲
学
理
論

地
球
文
明
の
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
‘
G
I
F
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

、
次
の
よ

う
な
原
理
に
根
ざ
し
て
お
こ
な
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

曰

調

和

（

ハ

ー
モ
ニ

ー
）

口
均
衡
（
バ
ラ
ン
ス
）

口
寛
容
（
ト
レ
ラ
ン
ス
）

調
和
（
ハ

ー
モ
ニ

ー
）
と
は
‘
含
裕
の

深
い
言
葉
で
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
、

弦
楽
器
‘
管
楽
器
、
打
楽
器
か
、
熟
練
し

た
指
揮
者
の
タ
ク
ト
の
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ

の
旋
律
を
か
な
で
ま
す
。

G

I

F
構
想
は
‘

異
な
る
人
種
や
諸
国
間
で
交
郷
齊
音
楽
を
つ

く
り
出
す
手
段
に
な
り
ま
す
。
細
心
の
配

侶
萎
も
っ
て
計
画
さ
れ
た
G

I

F
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
い
う
一
流
の
指
揮
者
の
ふ
る
タ

ク
ト
に
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
球
の

調
和
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
こ
の

目
的
の
た
め
に
は
資
本
主
義
も
社
会
主
義

も
と
も
に
働
き
得
る
わ
け
で
す
。

調
和
に
加
え
て
、
自
由
と
平
等
‘
効
率

と
公
平
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
資
本
主
義
の
追
求
か

可
能
な
の
は
、
先
進
国
や
査
源
盟
か
な
国

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
展
途
上
国
や
独

立
し
た
て
の
国
々
に
は
、
歴
史
＃
）
反
映
し

た
限
ら
れ
た
選
択
肢
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。日

本
経
済
を
資
本
主
義
経
済
と
言
い
き

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
の
介
入
に

よ
る
社
会
主
義
的
要
索
も
見
る
こ
と
か
で

ぎ
ま
す
。
「
修
正
資
本
主
義
」
の
見
本
と
も

ij
度
は
‘
経
済
同
友
会
が
戦

後
復
興
の
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
か
い

た
も
の
で
、
日
本
の
社
会
に
根
を
お
ろ
し

て
‘
―
つ
の
社
会
機
構
に
ま
で
発
達
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
「
効
率
至
上
主
義
」

や
、
「
ゆ
か
め
ら
れ
た
平
等
主
義
」
と
い
っ

た
両
極
端
に
走
る
こ
と
な
く
‘
成
功
を
お

さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

資
本
主
義
に
も
社
会
主
義
に
も
長
所
と

短
所
か
あ
り
ま
す
か
ら
‘

二
つ
の
適
度
な

バ
ラ
ン
ス
が
見
い
出
し
得
る
は
ず
で
す
。

五
0
％
ず
つ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
各

国
の
歴
史
や
社
会
、
経
済
的
段
階
に
よ
っ

て
も
そ
の
割
合
は
違

っ
て
き
ま
す
。
構
愁

と
実
際
の
計
画
と
の
バ
ラ
ン
ス
さ
え
と
れ

て
い
れ
ば
G
I

F
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
政

治
形
態
の
異
な
る
国
々
同
志
で
も
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

三
つ
め
に
必
要
な
要
素
は
‘

「
相
互
党

容
」
で
す
。
歴
史
を
ふ
り
返

っ
て
み
れ
ば
‘

宗
教
上
の
不
究
容
‘
排
他
的
な
一
神
教
‘

同
じ
末
教
内
の
派
閥
争
い
な
ど
か
‘
数
多

く
の
流
血
と
戦
争
を
ま
ね
い
て
き
ま
し
た
。

聖
魯
は
‘
山
上
の
垂
訓
で
、
汝
の
敵
を
愛

し
、
自
ら
は
党
容
で
あ
れ
と
成
め
て
い
ま

す
。
各
国
か
独
善
と
不
究
容
か
ら
抜
け
出

る
こ
と
か
で
き
た
な
ら
‘

―
几
ー
ニ
十
世

紀
の
国
家
主
義
か
ら
国
際
主
義
へ
と
移
り

ゆ
き
‘
つ
い
に
は
地
球
時
代
を
迎
え
る
こ

と
か
で
き
る
で
し
ょ
う
。

二
ヵ
月
前
に
英
国
息
太

f
御
夫
友
か
米

日
さ
れ
、
そ
の
お
人
内
-
―
バ

ー
＂
日
本
国

民
を
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇

太
＋
は
国
会
で
の
演
説
で
‘
宗
教
、
人
種
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
等
の
対
立
や
紛
争
に
苦
悩

す
る
今
日
の
世
界
で
は
「
相
在
空
容
」
か

必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
‘

日
本
に
は
東
洋
と
西
洋
の
か
け
橋
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
、

単
独
で
超
大
国
の
間
に
た
っ
て
調
停
役
を

努
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
影
評
力
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
近
代
文
明
と
歴
史
の
原
み
を
も

っ

た
ヨ
ー
ロ

ッ
ハ
諸
国
が
日
本
と
手
を
携
え

て
下
さ
れ
ば
‘
何
か
を
成
し
え
る
こ
と
か

で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
コ
ー
で
の

M
R
A
会
議
は
‘
チ
ャ

ー
ル
ズ
屯
太
子
の
理
想
の
実
現
を
目
指
し
、

過
剰
軍
備
に
と

っ
て
代
わ
る
G
I

F
構
想

を
か
た
め
る
絶
好
の
機
会
を
与
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。

M
R
A
の
創
始
者
フ
ラ
ン
ク

・
ブ

ッ
ク

マ
ン
博
上
は
、
原
爆
で
自
滅
し
た
り
‘
貧

困
と
飢
餓
で
第
三
世
界
が
破
滅
し
た
り
す

る
恐
れ
の
な
い
世
界
を
つ
く
ろ
う
と
提
叫

さ
れ
ま
し
た
。

M
R
A
の
方
々
の
世
界
平
和
建
設
へ
の

貞
献
か
、
今
こ
そ
懇
咆
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
申
し
上
げ
る
と
共
に
‘

G

I

F
構
想
が
、

調
和
‘
均
衡
‘
党
容
を
通
じ
て
、
人
間
は

協
力
で
き
る
と
い
う
校
範
の
―
つ
に
な
れ

る
よ
う
強
く
望
む
も
の
で
す
。
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山下儀鬱
松下電器産業株式会社

相談役

山下 俊彦（やま した・とし

ひこ） 松下電器産業取

締役相談役、前杜長。大阪

市生まれの67歳。昭和12年
旧制泉尾工業卒、翌年松下

電器に入社。 49年取締役、
52年2月杜長。ビリから二番
目の平取締役か先輩24人を
一気に抜いて社長に就任し

た破天荒な人事は「山下跳

び」と言われた。 山下氏は期

待に応え同杜に活力を呼び
もどし、電機業界 トップの座

を回復、今年2月退任した。

• 
い
ま
、
日
本
は
貿
易
摩
擦
と
‘
そ
の
こ

と
に
よ

っ
て
起

っ
た
円
高
の
急
激
な
進
行

と
い
う
難
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
貿
易
摩

擦
は
、
国
と
国
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
‘

企
業
と
企
業
と
の
問
題
で
も
あ
り
、
今
日

の
よ
う
な
状
態
を
招

い
て
い
る
の
も
、
も

と
は
と
い
え
ば
日
本
の
集
中
袋
雨
の
よ
う

な
輸
出
に
そ
の
原
囚
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
企
業

自
ら
か
従
来
の
姿
勢
を
改
め
る
努
力
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
貿
易
摩
擦
の
問
題
に
つ
い
て
、
日

米
欧
の
財
界
人
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
話
し

日
米
欧
財
界
人
円
卓
会
議
に
参
加
し
て

合
う
場
を
M
R

A
か
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
‘
私
も
各
国
の
方
々
か
日
本
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
の
か

直
接
う
か
か
え
る
よ
い
機
会
と
考
え
参
加

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
◎
 

ス
イ
ス
の
コ
ー
に
あ
る
M

R

A
本
部
を

訪
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
美
し
い
自
然
に

囲
ま
れ
た
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
の
堂
々
た

る
建
物
や
‘
参
加
者
の
真
摯
な
態
度
、
会

議
の
運
営
ぶ
り
な
ど
、
全
て
に
新
鮮
な
競

き
を
覚
え
ま
し
た
。
特
に
‘
料
理
か
ら
ベ

ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
ま
で
、
参
加
者
自
身
で

行
な
っ
と
い
う
こ
と
で
各
国
の
人
々
が
自

ら
進
ん
で
慟
い
て
い
る
様
子
に
は
感
動
さ

え
覚
え
ま
し
た
。

私
た
ち
が
出
席
し
た

「
日
米
欧
財
界
人

円
卓
会
議
」
は、

「
賢
易
摩
擦
の
解
決
を
促

す
新
し
い
姿
勢
や
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
求

め
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
八
月
二
十
五
、

二
十
六
、

二
十
七
日
の

三
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

貿
易
摩
擦
と
い
う
深
刻
な
問
題
か
テ
ー

マ
に
な

っ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
‘

M

R
A
の
世
界
大
会
の
産
業
人
会
議
で
あ
り
‘

ま
た
会
場
が
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
と
い
う

＾
 

認
識
の
交
i
加
ら
相
グ
埋
島
？

不
幸
に
し
て
今
日
、
世
界
は
国
境
に
よ

＾
 

落
着
い
た
雰
囲
気
の
場
所
で
も
あ
る
の
で
、

和
や
か
な
談
笑
の
う
ち
に
会
議
か
進
行
す

る
も
の
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
予
想
は
最
初
か
ら
は
ず
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

特
に

‘
日
本
の
輸
出
入
の
イ
ン
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
、
欧
米
の
参
加
者
か
ら
い

っ

せ
い
に
率
直
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の

厳
し
い
調
子
に
会
議
は
冒
頭
か
ら
緊
迫
し

た
空
気
に
包
ま
れ
た
の
で
す
。

◎
 

貿
易
摩
擦
と
い
う
現
象
を
と
っ
て
も
‘

そ
の
捉
え
方
は
日
本
と
欧
米
と
で
は
違
い

ま
す
。
欧
米
の
中
で
も
、
国
に
よ

っ
て、

ま
た
人
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま

す
。
国
際
理
解
と
い
う
も
の
は
‘
ま
す
こ

の
違
い
を
お
互
い
に
よ
く
認
識
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
円
卓
を
囲

み
、
相
互
に
主
張
す
べ
き
点
を
主
張
し
合

っ
た
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
の
会
議
は
‘

そ
の
こ
と
の
難
し
さ
を
如
実
に
示
し
て
く

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の

会
議
が
最
後
に
「
自
ら
の
責
任
の
自
覚
」

と
い
う
す
ば
ら
し

い
結
論
に
到
達
で
き
た

の
は
、

M

R

A
の
明
確
な
理
念
と
四
十
回

を
数
え
る
国
際
会
議
の
伝
統
と
が

、
こ
の

コ
ー
の
マ

ウ

ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
に
し
っ
か
り

と
根
を
お
ろ
し
て
い
た

か
ら
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
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っ
て
区
切
ら
れ
て
お
り
‘
国
と
国
と
の
ト

ラ
ブ
ル
は
た
え
ず
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
日
は
ど
、
国
を
こ
え
た
対
話
と

討
議
に
よ
る
合
意
の
形
成
が
必
要
と
さ
れ

る
時
期
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
で
の
三
日
間
を
振
り
返
っ
て
み
て
、

ま
す
認
識
の
交
換
が
あ
り
‘
次
い
で
相
互

理
解
が
生
ま
れ
る
と
い
う
進
行
に
な
っ
た

こ
と
が
た
い
へ
ん
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
時
に
感
情
的
に

な
り
緊
張
に
勺
」
ま
れ
た
こ
と
も
、
お
互
い

が
理
解
し
合
う
た
め
の
質
重
な
プ
ロ
セ
ス

で
は
な
か
っ
た
の
か
と
、
改
め
て
こ
の
会

議
の
意
義
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

会
議
の
最
終
日
‘
晩
餐
会
で
私
は
次
の

よ
う
な
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

「
ス
イ
ス
と
い
う
美
し
い
国
で
開
催
さ
れ

る
M
R
A
の
会
議
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

和
や
か
に
議
事
か
進
む
と
ば
か
り
思
っ
て

い
ま
し
た
か
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
指
摘
を

い
た
だ
い
て
当
惑
し
ま
し
た
。
天
国
に
来

る
つ
も
り
が
地
獄
に
来
て
し
ま
っ
た
よ
う

な
感
じ
さ
え
し
ま
す
。
し
か
し
、
お
互
い

が
率
直
な
意
見
を
交
換
し
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
知
り
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
相
手
を
責

め
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
を
開
陳
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
ま
さ
に
そ
の
こ
と
が
‘
こ

の
会
議
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
た
と
思
い

ま
す
」
。

筐
人
的
な
悩
み
を
抱
え
て
の
コ
ー
行
苔

ヽ

こ

ゞ

も

,＇（ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
ク

私
に
と

っ
て、

M
R
A
国
際
会
議
参

加
は
今
回
で
五
回
目
に
な
り
ま
す
。
今

回
は
特
に
長
く
、

一
週
間
の
滞
在
と
な

り
ま
し
た
。

こ
う
書
く
と
、
私
か
大
変

熱
心
な

M
R
A
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
か

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
私
の
仕
事
か
ト
ラ
ベ
ル
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
だ
と
い
う
こ
と
で
、
成
程
と
皆
さ

ん
お
思
い
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
滞
在
は
‘
過
去
の

そ
れ
と
は
全
く
違

っ
て
い
ま
し
た
。
は

っ
き
り
言

っ
て
‘
過
上
に
コ
ー
で
は
苦

痛
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
‘
私
自
身
若
か

っ
た
こ
と
や
、
自

分
と
は
人
種
か
違
う
の
だ
と
い
う
観
念

が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の

立
場
か
会
社
の
経
営
者
に
変
わ

っ
た
と

い
う
事
情
も
あ
り
、
今
回
、
私
自
身
あ

る
―
つ
の
問
題
を
抱
え
て
コ
ー
に
行
き

ま
し
た
。

そ
の
為
か
‘

食
事
に
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
迎
う

態
度
で
臨
む
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
故
‘
今
回
の
滞
在
期
間
か
一
番
長
か

っ
た
は
ず
な
の
に
、
非
常
に
短
く
感
じ

た
の
で
す
。

さ
て
、
そ
の
問
題
と
は
‘
私
の
会
杜

の
従
業
貝
に
対
し
て
、
私
か
い
つ
も
い

つ
も
不
満
を
持
ち
、
そ
の
結
果
、
信
頼

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ
、
そ

れ
故
の
社
員
の
定
粕
中
の
悪
さ
と
い
う

こ
と
で
し
た

そ
し
て
、
自
分
自
身
は
間
違

っ
て
い

な
い
の
だ
と
名
え
て
も
い
た
わ
け
で
す

コ
ー
に
い
る
間
、
私
は
自
問
自
答
し
‘

腰
痛
で
哀
て
い
る
時
に
は
夢
に
ま
で
見

ま
し
た
。
目
か
さ
め
て
か
ら
静
か
に
考

え
て
み
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
‘
私
自

身
の
気
持
の
持
ち
方
に
よ
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
に
気
か
つ
き
ま
し
た
。「
私
か

ま
ず
彼
ら
を
信
じ
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は

＾ 
一

五
考圃
え日
だの
L-プ J 

亜^ムn と］
木 で
義

一一一

A
 

絶
対
に
私
に
つ
い
て
き
て
は
く
れ
な
い

＞

彼
ら
を
信
頼
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

」
、

と
い
う
も
う

一
人
の
自
分
の
声
か
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

日
本
へ
帰

っ
て
き
て
か
ら
、
そ
う
い

う
気
持
で
社
員
に
接
し
ま
す
と
、
自
分

の
心
に
あ

っ
た
わ
だ
か
ま
り
は
消
え
、

索
直
な
気
持
で
、
社
員

一
人
、
ひ
と
り

を
見
る
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

こ
。

し
t今
後
は
‘
常
に
広
い
心
を
持
ち
、
相

手

の
立
場
に
な

っ
て
物
Ljt
を
見

つ
め
て

い
き
た
い
と
息
い
ま
す

今
度
は
是
非
、
家
朕
と
共
に
‘
コ
ー

の
索
睛
し
い
娯
色
を
眺
め

て
み

た
い
と

思

っ
て
い
ま
す

第
一
旅
行
企
画
社
長

配
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大いなる8びと感激
大 森 覚 道 地球防衛協会代表

鎌倉在住。14年前現代社会の危機を世に訴えるべく 、家業を息子に

ゆずって 「しあわせ運動ー地球防衛協会」を一人で始める。

メッセージカードの 100万枚配布運動や駅前掲示板、或いは辻説法

スタイルでの啓蒙活動を通して賛同者を増やしつつある。

H
本
に
は
昔
か
ら
「
詞
じ
尻
根
の
ド
に
‘

同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
る
仲
」
と
註
う
諺
か

あ
り
ま
す
か
、

私
逹
人
類
は

l
じ
太
賜
の
ド
に

詞
じ
地
球
の
上
に
住
み

詞
じ
地
球
か
ら
と
れ
た
作
物
を
食
べ

詞
し
命
を
分
け
令

っ
た
兄
弟
で
す

そ
の
人
類
か
今
や
甲
大
な
る
岐
路
に
立

っ

て

お

り

ま

す

即

ち

、

原

f
力
を
初
め
と

す
る
近
代
科
学
技
術
を
食
い
合
い
の
た
め

に
悪
川
す
れ
ば
一
瞬
の
厭

f
戦
争
に
よ
っ

て
滅
亡
す
る
危
険
性
か
あ
り
ま
す
L

然
し

杓
し
‘
.
M
R
A
の
絶
対
愛
の
心
を
以
て
、

人
類
の

「
し
あ
わ
せ
」
の
た
め
に
有
効
に

活
川
す
る
な
ら
ば
‘
人
類
の
炒

「
地
卜
火

国
」
か
私
達
の
目
の
前
に
待
っ
て
お
り
ま

す
。そ

の
い
づ
れ
を
選
ぶ
か
、
人
類
史
卜
最

も
大
切
な
時
か
、
今
日
ロ
ハ
今
で
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
時
代
に
私
達
は
、
今
、
生
き

て
お
り
ま
す

こ
の
人
類
の
興
亡
を
分
つ
承
大
な
時
に
‘

日
本
が
冊
界
の
平
和
と
、
人
類
の

「
し
あ

わ
せ
」
の

た
め
に
、
多
少
な
り
と
も
お
役

に
立
つ
立
派
な
国
に
な
っ
て
貰
い
た
い

こ
の
よ
う
な
顧
い
を
抱
い
て
、
私
は
水
年
‘

私
財
を
投
し
て

7

さ

さ

や

か

な

述

動

を

嫌
介
で
続
け
て
参
り
ま
し
た

重

皆
様
ご
什
知
の
通
り
、
日
本
は
戦
前
‘

武
力
を
以
て
富
と
幸
輻
を
外
に
求
め
ま
し

た
そ
の
結
論
か
‘
一
几
四
五
年
八
月
六

日
、
人
類
初
の
原
爆
の
洗
礼
を
受
け
て
敗

戦
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
敗
戦
の
体
験
で
あ
り
ま
す
。

戦
後
は
再
び
経
済
力
で
富
と
幸
輻
を
外

に
求
め
ま
し
た
そ
の
結
来
か
‘
緑
し
た

た
る
日
本
列
島
を
公
湘
列
島
と
な
し
、
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
と
嘲
笑
さ
れ
‘
貿

易
摩
擦
を
生
じ
て
世
界
の
人
々
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。

今
や
‘
9
9
田
と
幸
輻
を
外
に
求
め
る
力
，
1

を
‘
r
i
八

卜
度
の
大
転
換
を
し
て
‘
,
1
分

の
国
の

中
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
名
え

ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
日
本
の
社
会
の
欠
陥
を

抜
本
的
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す。

日
本
は
経
済
成
長
第
一
主
義

日
本
経
済
は
自
由
経
済
の
艮
所
で
あ
る

自
由
競
争
か
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
過
当
競

争
と
な
り
‘
二
屯
‘
-
-
―屯
、
四
重
の
過
剰

投
査
が
な
さ
れ
、
咋
い
査
源
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
労
力
か
浪
費
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
同
胞
相
喰
む
乱
世
に
‘
―
つ
の
方
向
と

秋
庁
を
求
め
理
想
的
な
競
争
の
で
き
る
世

の
中
に
改
め
る
こ
れ
が
第
一
の
改
造
で

あ
り
ま
す

第

q一か、

、
●

●

岐
路
に
立
っ
て
り
る
人
類

に
走
り
‘
K
地
の
追
理
を
無
視
し
公
9
いを

発
牛
し
て
自
然
を
破
壊
し
て
お
り
ま
す
）

こ
の
現
状
を
改
め
‘
自
然
の
摂
埋
に
従
い
‘

火
地
の
山
心
み
‘

ー
咲
気
ー
と
，
水
ー
と

太

賜
の
光
し
を
近
代
科
学
技
術
を
以
て
介
効

に
活
用
し
、
無
限
の
古
m
を
牛
成
し
、
火
地

と
共
に
栄
え
ゆ
く
自
然
順
応
杜
会
に
改
め

ま
す
。
こ
れ
か
第
二
の
改
造
で
す
c

第一
1

に
H
本
経
済
は
査
源
の
使
い
拾
て

社
会
で
あ
り
ま
す
か
、
こ
れ
を
改
め
て
査

源
を
循
環
活
用
す
る
社
会
に
改
め
ま
す
J

例
え
ば
、
自
動
巾

の
組
し
兄
ラ
イ

ン
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
‘
使
い
終
え
た
古
い
自
動
巾

を
分
解
し
て
森
源
を
回
収
す
る
ラ
イ
ン
を

造
り
‘
生
廂
ラ
イ
ン
:
動
脈
構
造

）
と
分

鮒
回
収
ラ
イ
ン

（枡
脈
構
造

）
か

几

0
%
、

対

f
0
％
で
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
‘
牛
命

の
原
理
に
従
っ
た
社
会
に
改
め
ま
す
C

然

も
自
動

1
の
価
格
に
は
‘
生
廂
竹
と
共
に
‘

査
源
皿
収
竹
も
加

tl
し
て
、
デ
ホ
ジ

ゾ
ト
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方
式
を
取
り
入
れ
、
資
源
回
収
ラ
イ
ン
も

経
済
的
に
利
益
を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
し

て
、
す
べ
て
の
資
源
を
回
収
し
て
、
繰
り

返
し
繰
り
返
し
使
用
し
ま
す
。
こ
れ
が
第

―
―
一
の
改
造
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
大
改
造

を
わ
か
り
易
く
ま
と
め
れ
ば

第
一
に
、
人
と
人
と
が
協
力
し
す
べ
て

の
無
駄
を
取
り
除
き
‘

第
二
に
‘
人
と
自
然
が
相
和
し
て
、
ま

こ
と
の
富
を
生
産
し
、

第
―
―
一
に
、
す
べ
て
の
物
を
循
環
活
用
す

る
。

こ
の
時
、
自
然
と
人
間
か
渾
然
一
体
と

な
り
、
天
地
と
共
に
栄
え
ゆ
く
、
大
和
の

国
、
グ
ラ
ン
ド
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
大
調
和
）

の
世
の
中
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

な
国
の
姿
に
な
れ
ば
日
本
経
済
の
内
部
に

於
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
ス
か
皆
無
と
な

り
、
日
本
民
族
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
有
り
余
る

世
の
中
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
有
り
余

っ
た
日
本
民
族
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
世
界
の

平
和
と
人
類
の
「
し
あ
わ
せ
」
の
た
め
に

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
か
で
き
る
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、
も
し
途
上
国
か
ら
求
め
ら
れ

る
な
ら
、

M
R
A
の
絶
対
無
私
の
心
と
‘

絶
対
愛
の
心
を
以
て
、
相
手
の
国
の
個
性

を
尊
び
、
相
手
の
国
の
経
済
的
な
独
立
と

政
治
的
な
自
由
を
確
立
す
る
た
め
に
‘
求

め
る
心
な
く
、
キ
ブ

・
ア
ン
ド

・
ギ
ブ
の

援
助
を
す
る
。

こ
の
よ
う
な

「
追
義
大
国
」

こ
の
よ
う
な
事
を
申
し
ま
す
と
、
そ
れ

は
理
想
論
で
あ
り
夢
で
あ
り
、
実
現
さ
れ

る
わ
け
が
無
い

。

そ
の
よ
う
な
空
論
の
た

め
に
無
駄
に
使
う
時
間
と
金
を
、
家
族
の

た
め
に
使
っ
た
は
う
が
現
実
的
で
良
い
で

は
な
い
か
と
忠
告
し
て
下
さ
る
方
も
あ
り

ま
す
。

し
か
し
‘
コ
ー
に
参
り
ま
し
た
ら
、
同

じ
屋
根
の
下
に
、
全
世
界
の
五
十
余
の
国

か
ら
集
ま

っ
た
六
百
人
余
り
の
方
々
か
、

国
境
を
超
え
、
人
種
を
超
え
‘
絶
対
の
正

直
と
絶
対
の
愛
を
以
て
、
お
互
い
に
信
じ

合
い

一
棠
に
集
ま
り
‘
会
議
を
開
き
、
和

気
あ
い
あ
い
と
暮
ら
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
れ
こ
そ
、
私
が
永
年
抱
き
続
け

た
夢
で
あ
り
理
想
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
姿

こ
そ

二
十

一
世
紀
の
社
会
の
サ
ン

。フ
ル
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
有
様
を
見
た
、
大
い
な
る
喜
び
と
‘

深
い
感
激
を
日
本
に
持
ち
帰
り
、
再
び
鎌

倉
に
於
て
、
自
分
の
身
近
よ
り
‘
自
分
の

カ
で
で
ぎ
る
こ
と
を
治
実
に
実
行
し
て
、

一
歩
一
歩
理
想
に
向

っ
て
進
み
た
い
と
思

い
ま
-

ゴ
ー
は
未
来
社
会
の

モ
テ
ル

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

。

い
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
私
の
顧

注臼認⑨世函⑲臼四念国辺~~

（弁護士）

今
夏
‘
ス
イ
ス
の
コ
ー
の
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
た

M
R
A
世
界
大
会

に
妻
、
長
女

（
小
学
校
五
年
生

）
と
共
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

こ
。
f
 私
達
は
‘
住
友
様
御
夫
妻
を
は
じ
め
と

す
る
関
西
グ
ル
ー
プ
の

一
員
に
加
え
て
い

た
だ
ぎ
‘
八
月

一
0
日
か
ら

一
四
日
ま
で

の
五
日
間
世
界
大
会
の
各
種
会
議
に
参
加

し
ま
し
た
。

そ
の
会
議
に
お
い
て
多
く
の
国
の
人
々

か
ら
各
国
の
実
情
が
語
ら
れ
ま
し
た
が
、

発
展
途
上
国
の
人
々
か
ら
‘
圧
政
等
に
よ

り
多
く
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
、
帰
国
し
た

場
合
は
、
生
命
の
保
障
す
ら
さ
れ
て
な
い

か
も
知
れ
な
い
等
の
具
体
的
状
況
を
報
告

さ
れ
た
こ
と
は
‘
平
和
な
日
本
に
暮
す
私

達
に
と

っ
て
は
大
変
な
駕
き
で
し
た
。

こ
う
し
た
報
告
を
受
け
て
、
米
国
の
オ

ー
ル
ソ
ン
弁
護
士
は
、
全
体
会
議
の
場
に

お
い
て
「
こ
の
世
界
大
会
に
出
席
し
て
い

る
各
国
の
弁
護
士
は
‘
法
律
家
と
し
て
世

界
の
困
難
に
遭
遇
し
て
い
る
人
々
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
話
し
合
お
う
で
は
な

い
か
」
と
の
提
案
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
提
案
が
米
国
の
弁
護
士
か
ら
為
さ

れ
た
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
は
大
き
な
梵

M
R
A
世
界
大
会
へ

参
加
す
る
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オ
ー
ル
ソ
ン
弁
非
区
士
の
呼
び
か
け
に
応

じ
六
ヵ
国
か
ら
九
名
の
弁
護
上
が
参
加
し
、

法
律
家
の
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
‘
限
ら
れ
た
時
間
で
あ

り
‘
か
つ
通
訳
を
交
え
て
の
会
議
で
し
た

の
で
、
約
一
時
間
半
の
会
議
に
お
い
て
は
‘

自
己
紹
介
、
各
国
の
法
律
制
度
の
紹
介
、

各
国
の
か
か
え
て
い
る
問
題
の
提
起
に
と

ど
ま
り
、
具
体
的
は
解
決
の
た
め
の
協
議

に
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
、
オ
ー

ル
ソ
ン
弁
渡
士
か
ら
、
「
こ
の
会
議
は
M
R

A
に
所
属
す
る
弁
護
士
に
と

っ
て
大
き
な

序
章
で
あ
る
。
多
く
の
国
で
多
く
の
人
々

か
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
解
決
の
た

め
に
私
達
法
律
家
か
い
か
な
る
手
を
さ
し

の
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
今
後
と
も

継
続
し
て
協
議
し
て
い
こ
う
」
と
の
提
案

が
あ
り
‘
私
達
法
律
家
は
駐
本
的
人
権
を

法
律
家
会
議

を
開
く

ぎ
で
あ
り
ま
し
た
と
‘
申
し
ま
す
の
は
‘

米
国
の
弁
護
士
の
多
く
は
‘
ビ
ジ
ネ
ス
ロ

イ
ヤ
ー
（
単
に
ビ
ジ
ネ
ス
問
題
を
専
ら
扱

う
と
い
う
だ
け
で
な
く
‘
弁
設
し
業
務
，
目

体
か
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
と
の
皮
肉
を
込
め

て
こ
う
呼
ば
れ
る
）
で
あ
っ
て
、
経
済
活

動
以
外
に
は
興
味
を
ホ
さ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
誤
解
し
て
い
た
た
め
で
す

（
こ
の

誤
解
は
謝
罪
し
た
い
と
思
い
ま
す
）
。

各
国
文
化
の

交
流
も

擁●

3.
に
尽
力
を
す
る
こ
と
か

各
国
の
法
律
制
度
の
違
い
を
超
え
て
共
通

の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
確
認
さ
れ
た
と
お
り
、
我

か
国
の
弁
護
士
法
に
お
い
て
も
「
基
本
的

人
権
を
掠
蔽
し
、
社
会
正
義
を
実
現
す
る

こ
と
が
弁
設
上
の
目
的
で
あ
る
」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
、
私
自
身
こ
そ
か

今
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
役

割
し
か
は
た
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
強
く
反
省
を
し
、
こ
の
弁
護
士
の

目
的
を
再
確
認
し
、
決
意
を
新
た
に
す
る

機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
反
省

あ
る
い
は
決
店
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
‘
コ

ー
の
世
界
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
る

大
き
な
収
穫
で
し
た
。

そ
の
他
、
毎
日
、
私
達
は
全
体
会
議
、

セ
ミ
ナ
ー
等
に
出
席
し
、
各
国
の
人
々
と

の
相
互
理
解
に
努
め
ま
し
た
が
、
必
す
し

も
固
苦
し
い
会
議
だ
け
で
は
な
く
、
八
月

―
二
日
に
は
「
国
際
文
化
の
タ
ベ
」
か
開

か
れ
、
各
国
の
歌
や
演
芸
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
か
、
私
達
は
‘
村
山
清
美
さ
ん
の
特

訓
の
成
果
で
あ
る
「
新
し
い
世
界
」
を
日

本
か
ら
の
参
加
者
全
貝
で
合
唱
し
好
評
を

得
る
こ
と
か
で
ぎ
ま
し
た
。
四

0
周
年
を

高
城
法
律
事
務
所
。

現
在
、
当
協
会
法
律
顧
問
を
務

め
る
。

迎
え
る
今
年
の
世
界
・

の
・

-

マ
は
‘

ま
さ
に
「
新
し
い
世
界
の
た
め
に
ー
コ
ー

の
果
た
し
て
き
た
役
割
と
明
日
へ
の
展
望
」

で
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
「
新
し
い
世
界
今

宵
は
じ
ま
る
。
決
意
を
す
れ
ば
今
宵
は
じ

ま
る
」
と
の
歌
詞
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
ふ

さ
わ
し
い
選
曲
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
‘
浦
和
グ
ル
ー
プ
か
ら
参
加
さ
れ
た

川
名
多
喜
子
さ
ん
は
‘
袴
姿
で
詩
吟
を
披

露
し
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
か
や
ま
な
い
は

ど
の
喝
釆
を
得
ま
し
た
。

ま
た
翌
一
三
日
に
は

‘
事
務
局
の
皆
様

の
格
別
の
御
配
慮
に
よ
り
、
朝
食
後
か
ら

夕
食
ま
で
の
間
の
時
間
を
利
用
し
て
で
し

た
が
、
観
光
バ
ス
を
利
用
し
て
シ
オ
ン
の

旧
城
等
の
見
学
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

わ
ず
か
正
味
五
日
間
の
世
界
会
議
の
出

席
で
し
た
が
、
毎
日
が
充
実
し
た
日
で
あ

り‘

M

R

A
精
神
に
あ
ふ
れ
た
人
々
と
の

交
流
は
‘
す
ば
ら
し
い

心
の
開
発
の
大
き

な
糀
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
こ
う

し
た
会
合
に
出
席
を
す
る
よ
う
な
機
会
の

少
な
い
妻
や
娘
に
と
っ
て
は
、
外
国
の
実

情
を
知
り
、
多
く
の
人
々
と
語
り
‘
相
互

理
解
を
深
め
る
必
要
性
を
知
っ
た
こ
と
は

大
き
な
心
の
収
穫
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

⑭
国
際

M
R
A
日
本
協
会
は
、
侑
理
性

と
調
和
を
も
っ
た
世
界
作
り
の
た
め
‘
世

界
の

M
R
A
チ
ー
ム
と
の
連
繋
の
も
と
諸

般
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
開

催
さ
れ
る
国
際

M
R
A
会
議
も
そ
の
一
環

て
あ
り
相
互
理
解
と
信
頼
の
絆
は
年
々
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
人
材
育
成
の
た

め
の
研
修
生
の
海
外
派
遺
‘
研
究
会
‘
講

演
会
の
開
催
等
々
、
日
本
人
の
『
心
の
開

国
』
を
惟
し
進
め
る
た
め
に
活
勤
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
活
動
に
お
加
わ
リ
下
さ

い
。
御
入
会
下
さ
っ
た
方
に
は
ニ
ュ
ー
ス

初
め
各
種
会
合
の
御
案
内
を
さ
せ
て
項
き

ま
す
。-

‘
会
費

日
正
会
員

個

人

年

額

法

人

年

額

口
賛
助
会
員

個
人
法
人

-
‘
振
込
先

富
土
銀
行
動
坂
支
店

（
普
）
九
九
一
八
九
二

住
友
銀
行
上
野
支
店

（
普
）
二
五
四
九
三
七

口

座

名

社

団

法

人

国

際

M
R
A

日
本
協
会

-
‘
郵
便
振
替
口
座

東
京
八
ー
三
八
二
八
九

I
O
O
O
E
C
以
上

五
O
O
O
O
E
C
以
上

（
共
に
年
額
）

=
 
1
0
0
0
円

五
0
0
0
0
円

御

案

内
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コ
ー
で
の
朝
の
食
卓
に
は
必
ら
ず
私
に

と
っ
て
は
未
知
の
外
国
の
経
験
深
い
友
人

か
座
っ
て
下
さ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

た
。
お
か
げ
で
私
達
は
朝
の
テ
ー
ブ
ル
で

心
お
き
な
く
食
事
を
と
り
な
が
ら
沢
山
の

収
穫
を
得
る
こ
と
か
で
き
た
。

A
 

あ
る
朝
、
私
の
テ
ー
ブ
ル
に
大
学
生
と

思
わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
娘
さ
ん
が
一
人

加
わ
っ
た
。
ま
す
出
生
国
を
き
き
、
学
生

で
あ
る
こ
と
を
た
し
か
め
、
聞
く
と
も
な

く
十
八
歳
だ
と
自
ら
い
っ
て
く
れ
た
の
で

歳
も
わ
か
り
心
安
く
話
が
は
ず
ん
だ
。
話

を
す
す
め
る
う
ち
に
こ
の
娘
さ
ん
は
長
い

間
家
族
と
の
確
執
に
苦
し
み
勉
強
も
手
に

つ
か
な
か
っ
た
か
‘
今
は
そ
の
長
い
間
の

悩
み
か
ら
解
放
さ
れ
て
す
で
に
二
度
め
だ

け
れ
ど
こ
の

M
R
A
の
本
部
の
夏
の
行
事

に
も
よ
ろ
こ
ん
で
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
と
そ
こ
ま
で
話
し
て
く
れ
た
。
更

に
私
は
そ
の
悩
み
と
は
ど
ん
な
問
題
だ
っ

た
の
か
と
聞
い
て
み
る
と
家
族
を
代
表
す

る
真
実
の
父
親
と
の
間
が
し
っ
く
り
ゆ
か

す
、
何
か
に
つ
け
て
こ
ち
ら
も
反
抗
す
る

し
‘
父
の
は
う
も
不
愉
快
ら
し

V
、
そ
の

状
態
は
ま
こ
と
に
惨
た
ん
た
る
も
の
で
あ
(

た
と
い
う
。
今
は
も
う
そ
の
な
や
み
は
解
消

し
た
と
の
こ
と
で
ど
ん
な
心
境
か
と
ぎ
く
と

心
の
底
か
ら
幸
福
だ
と
思
っ
て
い
る
と
卒
直

に
答
え
て
く
れ
る
。
も
う
少
し
つ
っ
こ
ん
で

な
や
み
の
具
体
的
な
面
な
ど
聞
い
て
み
た
か

朝
の
娘
さ
ん
の
両
親
と
わ
か

っ
た
。
そ
の

お
父
さ
ん
は
冒
頭
か
ら
語

っ
た
。
私
と
娘

の
間
は
こ
こ
何
年
間
、
め
も
当
て
ら
れ
な

い
も
の
で
あ

っ
た
。
娘
に
は
テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
も
な
け
れ
ば
親
に
敬
意
を
払
う
な
ど

と
い
う
こ
と
は
微
塵
も
な
か
っ
た
。
何
か

と
い
え
ば
反
抗
す
る
。
手
か
つ
け
ら
れ
な

い
仕
末
で
自
分
は
悩
み
ぬ
い
て
き
た
。
そ

う
こ
う
す
る
う
ち
に
ふ
と
心
に
閃
い
た
こ

と

が

，

了

さ

っ
そ
く
実
行
に
と
り

現
在
の
娘
は
想
像
も
で
き
な
か

っ
た
や
さ

し
い
父
親
思
い
の
娘
で
あ
る
、
そ
し
て
私

は
い
じ
ら
し
い
は
ど
可
愛
い
と
つ
け
加
え

た
。
そ
れ
を
傍
で
聞
く
お
母
さ
ん
は
話
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
頷
き
‘
深
い
理
解
を
ホ

し
て
い
た
。

ち
な
み
に
こ

の
お
父
さ
ん
は
み
る
か
ら

に
立
派
な
ド
ク
タ
ー
で
ど
れ
は
ど
沢
山
の

患
者
の
身
体

の
健
康
と
同
時
に
そ
の
心
の

不
健
康
も
治
し
て
き
A

[

じ
・
人
生

の

コウ(J)生話で

感じとったも(JJ

っ
た
か
片
づ
け
の
時
間
で
彼
女
も
立
っ
た
の

で
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
女
か

い
そ
い
そ
と
よ
ご
れ
も
の
を
下
げ
た
り
テ
ー

ブ
ル
を
片
づ
け
た
り
す
る
働
き
は
決
し
て

暗
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
な
か
っ
た
。
次
の

朝
で
あ
る
。
私
の
正
面
に
ド
ク
タ
ー
何
か

し
と
名
の
る
堂
々
た
る
紳
士
か
座
り
、
そ

の
隣
り
に
は
そ
の
夫
人
と
い
う
よ
り
は
大

学
の
先
生
と
い
っ
た
し
っ
か
り
し
た
婦
人

が
座
っ
た
。
紹
介
に
よ
り
そ
の
夫
妻
は
昨

山 本 杉

か
か
っ
だ
。

そ
れ
は
娘
を
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
に
誘
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
は
す
す
ん

で
自
動
車
の
運
転
は
も
ち
ろ
ん
、
ド
ア
マ

ン
も
勤
め
た
。
ま
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
入
口

の
ド
ア
を
開
き
、
プ
リ
ー
ズ
と
娘
を
請
じ

入
れ
た
。
娘
は
す
べ
て
抵
抗
な
く
応
じ
、

こ
ち
ら
の
示
し
た
席
に
も
つ
い
た
。
さ
て

そ
れ
か
ら
二
人
の
間
に
は
思
い
も
よ
ら
な

い
和
か
な
会
話
が
始
り
、
食
事
の
終
っ
た

時
に
も
美
し
い
父
と
娘
か
そ
こ
に
い
た
。

達
人
で
あ
ろ
う
か
と
察
せ
ら
れ
る
ひ
と
で

あ
っ
た
。

こ
の
人
か
卒
直
に
娘
と
の
こ
じ

れ
た
確
執
に
悩
み
ぬ
い
て
き
た
艮
い
苦
悩

を
卒
直
に
披
泄
し
た
の
だ
か
ら
聞
く
者
は

そ
の
真
情
に
打
た
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

。

グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
は
訳
を
ふ
く
人
も
い

こ
。
f
 次
の
朝
に
は
そ
の
母
の
母
‘
祖
母
さ
ん

か
座
り
い
ろ
い
ろ
楽
し
い
話
に
時
を
過
ご

さ
せ
て
も
ら

っ
た
C

◎
 

さ
て
‘

こ
の
父
と
f
の
話
か
ら
私
が
名

え
さ
せ
ら
れ
、
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
人

間
は
血
緑
を
こ
よ
な
く
貴
く
思
う
か
、
人
間

同
志
の
ふ
れ
あ
い
‘
・
出
会
い
か
ら
生
ま
れ

る
人
間
関
係
こ
そ
、
そ
の
血
緑
を
超
え
た

も

っ
と
深
い
も
の
で
、
そ
こ
に
で
き
て
く

る
親
f
‘
夫
婦
‘
兄
弟
、
友
迄
と
い

っ
た

絆
は
人
間
関
係
を
本
も
の
に
す
る
も
の
だ

と
知

っ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

M
R
A
は
こ

れ
を
心
の
チ
ェ
ン
ジ
の
働
き
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
チ
ェ
ン
ジ
に
よ

っ
て
で
き
た
追
徳
邸

い
人
間
関
係
‘
こ
れ
こ
そ
世
界
人
類
の
卯

い
求
め
る
最
武
装
さ
れ
た
粕
神
界
、
真
の

平
和
を
米
ら
せ
る
人
間
の
甚
界
で
は
な
か

っ
た
か
‘
合
掌
゜

元
参
議
院
議
員
。
現
在
、
全

日
本
佛
教
婦
人
連
盟
理
事
長
を

務
め
る
。
医
学
博
士
。
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会
議
以
外
の
時
間
で
も
‘
私
は
た
く
さ

M
R
A
の
マ
ウ

ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
は
‘
小

高
い
山
の
上
に
あ
り
、
私
は
七
月
二
十
三

日
か
ら
始
ま

っ
た
国
際
青
少
年
会
議
に
‘

七
月
三
十
日
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
‘
外
国
人
の
友
達
や
会
議
な

ど
を
通
し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
耳
に
し

た
り
‘
体
験
し
た
り
し
て
学
び
、
ま
た
感

動
し
ま
し
た
。

私
は
最
初
、
M
R
A
と
は
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
世
界
平
和
を

進
め
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
会
議
で
私
は
、
国
を
変
え
る
‘
す

な
わ
ち
人
々
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は

‘

ま
ず
自
分
自
身
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

世
界
の
平
和
を
維
持
す
る
う
え
で
最
も
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

会
議
に
出
席
し
て
い
る
人
々
か
‘
み
ん

な
純
粋
な
心
を
持
っ
て
発
言
し
て
い
る
の

に
は
感
動
し
ま
し
た
。
人
々
の
前
に
立
っ

て
自
分
の
意
見
を
言
う
ば
か
り
で
な
く
‘

た
と
え
ば
「
自
分
が
今
ま
で
あ
る
国
の
人

々
に
好
意
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
を
許
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
自
分
の
過
ち
を
告

白
し
た
り
す
る
の
で
す
。
世
界
平
和
を
進

め
て
い
く
う
え
で
、
自
分
の
こ
と
を
打
開

け
‘
き
れ
い
な
心
に
な
る
こ
と
は
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

＾
 

ん
の

．．
 
ま
し
た
。

食
事
の
時
に
は
い
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
考
え
方
や
‘
宗
教
な
ど
の
違
う
人
々

と
語
り
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
文
化
の
タ
ベ
で
は
‘
い
ま

ま
で
の
感
じ
と
違
っ
て
、
人
々
が
自
分
の

国
の
名
曲
な
ど
を
歌
い
‘
ま
た
踊
っ
た
り

し
て
最
高
に
盛
り
上
か
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
も
う
、
国
や
言
葉
の
違
い
な
ど
関
係

な
く
、
人
々
の
心
の
中
に
、
国
境
を
越
え

c
 
々人c
 

界阻

た
新
し
＼
し
力
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
に
集
ま
っ
て
い
た

世
界
各
国
か
ら
の
人
々
は
‘
平
和
を
望
ん

で
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
‘
絶
対

正
虹
‘
絶
対
純
潔
、
絶
対
無
私
‘
絶
対
愛

と
い
う
M
R
A
の
基
本
を
い
つ
も
念
頭
に

罹
い
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

私
は
英
語
を
た
っ
た
一
年
余
り
苦
っ

た
だ
け
な
の
で
、

外
国
人
の
友
達
と
会
話

平柑のために

長谷川 昌 司

を
す
る
の
に
た
い
ヘ

・

カ
・

し
た
。

こ
れ
か
ら
英
語
を
ど
ん
ど
ん
勉
強
し
て
‘

自
由
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

＾
 

私
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら

来
た
少
年
で
し
た
。
私
は
初
め
、
外
国
人
と

は
話
し
た
こ
と
か
な
か
っ
た
せ
い
か
‘
と

て
も
緊
眼
し
ま
し
た
が
‘
慣
れ
て
く
る
う

ち
に

‘
な
ん
と
か
片
言
の
英
語
と
身
ぶ
り

手
ぶ
り
で
自
分
の
音
字
心
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
少
年
と
‘
と

て
も
仲
の
良
い
親
友
と
な
り
、
ま
た
機
会

が
あ
れ
ば
‘

M

R

A
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ

ス
で
会
お
う
と
言
い
ま
し
た
。

他
人
か
ら
見
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
少
年

と
た
だ
仲
良
く
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
‘

た
い
へ
ん
さ
さ
い
な
こ
と
で
す
か
‘
こ
れ

は
立
派
な
平
和
を
実
行
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
い
て
い
の
人
々
は
、
世
界
平
和
を
望

ん
で
い
ま
す
か
、
国
民
一
人
ひ
と
り
か
責

任
を
も
っ
て
平
和
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

数
々
の
立
派
な
条
約
は
あ
り
ま
す
か
‘

役
に
立
つ
か
‘
立
た
な
い
か
は
、
実
行
す

る
人
々
の
心
の
持
ち
方
に
か
か

っ
て
い
ま

す
。世

界
平
和
で
大
切
な
こ
と
は
、
実
行
し

て
い
く
主
人
公
か
担
界
の
人
々
i

人
ひ
と

り
で
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
い
い

か
ら
、
他
国
の
人
々
と
真
の
友
柏
を
染
い

て
‘
但
界
か
か
か
え
て
い
る
課
加
を
／
い

に
話
し
令

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
た
と
思
い
ま
す
。

軋
界
平
和
は
‘
守

っ
て

い
く
う
え
で
、

と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
LIi
心
わ
れ
か
ち
で

す
か
、
全
て
の
人
々

の
中
に
‘
平
和
を
顧

う
強
い
心
が
あ
れ
ば
‘
そ
れ
も
可
能
な
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

M
R
A
は
‘
世
界
平
和
を
進
め
る
に
は
‘

た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い
運
動
だ
と
思
い
ま

す
。私

は
M

R

A
な
ど
の
連
動
を
通
し
て
、

全
世
界
の
人
々
が
国
撓
を
越
え
て
、
気
軽

に
話
し
合
う
時
か
来
る
こ
と
を
顧

っ
て
い

ま
す
。大

阪
市
立
阪
南
中
学
校
二
年
生
。

第
三
回
日
本

・
ス
イ
ス
青
少
年
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ス
イ
ス
を
訪
問
し
、

コ
ー
の
青
年
会
議
に
参
加
。
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昭和52年以来，55名が会議参加
稟芝費筐ft曇國コー輝I10員l隼

ソ記産
ャ念業

コーでの発言から

拉i
唇嬰胃
り委
譜員

R委
るり

新谷嘉内（東芝人材開発部部長）
束芝労使代表団のコー訪問も、合⑰で10回目を数えま可。この間、 55名の束
芝労使の代表ガ、世界各国の皆様と議誦を交して、真の「相互理解」と「相互

信頼」を深めてまいりましだ。 MRAの精神は、まさに東芝の労使関係の精神
でもあり、 MRAにおける体験ガ東芝労使の発展にもだらしだものは測り知れ
ないものガありま可。労使双方ガー万的な自己主張のみを続け、相手の意見を

聞く目を持だび、十分な話し合いガ行われな力‘つだならば、現在の安定しだ労

使関係は確立し得な力‘つだことでしょう。安易な妥協は罫さす、琶うべきこと

を言い、聞くべきことを聞く中にこそ、真の相互理解への糸□ガ貝出されると
信じて疑いません。東芝は、世界各国で事業を展開しておりま可ガ、 MRA精
神の基本に流れる「相互理解」と「相互信頼」を大切にし、世界の平和と人類の

発展のだめに貢献することガ企業に与えられだ使命であると考えておりま可。

久保田昭夫（東芝労働組合本部中央執行委員）

産業人として世界的レベルでの言舌し合いに参加し、コーで得られるMRA精
神を職場に伝えるだめに、このだびの会議に参加いだしましだ。現在日本の産

業は、円高不況、生産拠点泊外移転の動き、企業業績の不振、産業構造の変化

等、従来なかつだ問題を抱えてあります。まだ最近は、組合員ガ物質面では満

足していても、心ガ満だされないケースガ増えてきましだので労組として、「Iじ＼

の豊力‘さを求める」運動を展開しておりま可。世界の一員として日本は何を成

可べき方を日本政府も模索していま可ガ、私も世界企業栗芝の一員として、ま

だ労働組合貴として、世界の発展、イ固人の幸せのだめに寄与しだいと願つてあ

りま可。
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昭
和
二
十
五
年
、
広
島
、
長
崎
両
市
長
、
石
▲
▼
坐

ら

経

済
人
、
労
働
組
合
代
表
な
ど
各
界
を
代
表
す
る
一
行
七
十
二
名

が
ス
イ
ス
の
コ
ー
を
訪
れ
た
。
栗
山
長
次
郎
氏
（
自
由
党
、
右
端
）

な
ど
各
党
を
代
表
す
る
七
名
の
国
会
議
員
の
中
に
は
、
当
時
最

年
少
の
国
会
議
員
で
あ
っ
た
中
曽
根
康
弘
氏
（
左
か
ら
二
人
目
、

国
民
民
主
党
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。
講
和
会
議
の
前
で
ま
だ
日

本
が
外
国
か
ら
承
認
を
受
け
て
い
な
い
こ
の
時
期
に
、
一
行
は

掲
揚
さ
れ
た
日
の
丸
と
君
が
代
の
コ
ー
ラ
ス
で
迎
え
ら
れ
た

こ
の
写
真
は

M
R
A
の
創
始
者
フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ッ
ク
マ
ン
博
士

（
左
端
）
か
ら
戦
後
の
日
本
の
将
来
に
つ
い
て
直
接
励
ま
し
を
受

け
て
い
る
光
景
で
あ
る

2
 
oo z
 

品国⑨
 
△
 

る
図洲

これからの行事のこ案内 1986年~87年

●第 5回通常総会、及び講演会（憲政記念館）
第5回逹常総会を12月6日（エ）午後2時より、憲政記念舘会議室にて開佳いだします。引きつづき第2郎と
して午後3時より、家庭教育講座でおなじみの山崎房一氏（新家庭教育協会理事長）の講演が行われま司の
で、併せてご参加下さい。

●クリスマスパーティー（文京区勤労福祉会館）
今年のワリスマスパーティーは、12月20日（土）午後2時力‘ら、文京区勤労福祉会館（最寄駅、国鉄陶込駅、
田端駅）で開ガれま弓。年齢制限なし／どなだもふるつてご参加下さい。詳しくは事務局へ。

●インド MRA国際会議「開発のための対話」 VII(パンチガーニ）
アジアを中心としだ世界の人々ガ集い、開発に関可る新しい展望と正しい実践の方法を探つてきだ「開発

だめの対話」ガ、本年12月28巳より来年1月3日までの日程で、パンチガーニにあるインドMRAセンター、
アジアプラドーで開催されます。第7回目となる今匝も日本力も参加の予定で可。詳しくは事務局までお問
い合わせ下さい。

●ニュージーランド MRA国際会議（オークランド）
1987年2月4日より11口まで、カーワランドカも車で2時間程のところにある、ナラワヒャのマオリ族女王
の由緒ある集会場＇’マラエ”で 、ニュージーランドM.RA国際会議ガ開ガれま可。南太平洋地域の平和等に
ついての話し合いガなされます。会議に引き続き、ワライストチャーチやウェリンドンでもキャンペーンガ

行われる予定です。詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。

●第13回スタディーコース（オーストラリア）
今回で第13回目を力‘ぞえるスタデイーコース「S丁UDIESINピFFEC丁IVビLIVING」ガ、カーストラ
リアMRAセンター、アーマで、来年3月1日から5月16日まで12週間にわだり行われま可。前半はアーマ
をベースに、そして後半はズーストラリア各地を旅しなガらコースは進行しま可。食費、宿泊代等を含む参

加費は850豪州ドル（約9万円）となります。あ問い合わせ、詳しい資料等のご請求は事務局までどうぞ。
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I_~ 事務局近況I
-見年すク ● し外関●駄スヨ ● いす よにニ ・
ー事は レ゚五ま国 西十木 ・ウ九 まるパ日十長
家な 小来イ年しの 秋月のー、、サ 月す韓ル本三野
に日学日グ近た方期四 M かの ゜国パを日事
感本生時さく゜々大日 R 作留 ル抜よ務
謝語 ‘、んにそも会か A り学 そへきり局
しを弟滴ごわの含にらハ：れ生 の八去二長
まあの＿一た様めは五ウを大と ホ十り十と
す。？リ歳家つ子百‘日スゲ好の ッ八中八ク
チとかてを名フにでス評交 卜年国日 ．レ
ャ幼 ‘‘ 次余イか開卜で流 なソにまイ

|な［星字覧［。望ドニ［拿 贔〗喜て、：
君か月の報々ン‘るぇ は Iオし韓ん
も：五 M告がの飩こま ‘ トリた国か
も二日 Rし参ア戸のし 台

の湾
をンアを‘

ぅ長に Aま加リで会たム 次ピジ訪韓
す男ィですしス開に き゚の 号 ツアれ国
ぐのギ活 ゜ ‘ • か是毎'- 方 でク大ま M
ーフリ躍 盛力れ非月フか お-会し R
贔 ィスし 会デたご第ィ指 伝にもた A
こリヘて の 1 第参 三 リ導 えむ終 の゚
な ツ帰い うル九加日ピし しかり韓招
りフ 国゚た ちさ回下躍 ンて た つ ‘国 き
ま君さだ にん Mさ日 の本 いていかで
すもれい 終な Rいにア格 と邁よつ十
来゚また 了ど A 千゚リキ 思進 いい月

バザーの報告とあ礼

去る 10月18日に開催いたしま

したチャリティバザーは秋晴れ

にも恵まれ、お陰様で18万 5千

円の売り上げとなりました。皆

様のこ協力を心より感謝いたし

ます。売り上げ金は、 5年間に

わたり事務局で奉仕していただ

いたクレイグさんこ‘‘一家への餞

別の一部にあてさせていただい

たことをご報告申し上げます。

次回のバザーにも皆様方の一層

のご協力を婦人会一同心よりお

願い申し上げます。

あせつかいやきの雪香さん

懸け
憲政の父、尾崎行雄の愛娘と

して幼少の頃から父の影響を受

けて育った著者。

好奇心は人一倍強く、面倒見

の良さが加わって、傍観できな

い社会事象に、時には優しく、

時には激しく情熱を傾けてきた

今日までの歩みを、初めて明ら

かにした奮戦一代記。

る橋
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定価 1600円
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